
集落支援包括事業
体育施設の使用料が変わります
松尾川温泉が新装オープン
集中改革プランの進捗状況
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防災・減災事業をご活用ください

耐震診断しませんか
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今月の主な内容

大歩危峡を泳ぐこいのぼり

始めよう  市民主役の  まちづくり



木造住宅耐震改修
　「倒壊する可能性が高い・可能性がある」と診断さ
れた木造住宅の耐震改修に対し補助金を交付します。

補助金額▼改修工事費の 2/3
（平成 24・25 年度に限り特
例措置として上限 90 万円）

簡易な耐震化リフォーム工事
　簡易な耐震化工事や耐震ベッドまたは耐震シェル
ターを設置する工事およびリフォーム工事に最大
60 万円の補助金を交付します。
対象となる木造住宅▼平成 12 年 5 月 31 日以前に
着工した木造住宅。耐震診断で評点が 1.0 未満の木
造住宅
募集戸数▼ 20 戸（先着順）

民間建築物耐震化支援事業補助金
　民間建築物の地震における倒壊などによる被害を
防止するため、耐震診断および耐震性不足建築物の
耐震改修に関する事業に対し補助金を交付します。

補助内容▼
【 耐 震 診 断 】 対 象 経 費 の
2/3 以内の額、かつ 100 万
円を限度とする。

【耐震改修】工事費の 23％
以内の額、かつ 100 万円を
限度とする。

家具固定推進事業補助金
　地震における家具等の転倒による被害を防止する
ため、高齢者世帯などを対象に補助金を交付します。
申請者▼自主防災組織または地区住民福祉協議会
対象者▼ 75 歳以上で構成されている世帯または身体
障害者手帳の交付を受けた１級または２級の視覚障
害者および肢体不自由者世帯。世帯構成委員が介護保
険法に基づく要介護、要支援の認定を受けている方。
補助内容▼①対象家具は、主に
起居する寝室または居間等にあ
る家具とする。
②高さ 1.5 ｍ以上の家具とする。
③ 1 世帯１台につき 1,500 円、
上限 2 台までとする。

　

住
民
の
皆
さ
ま
が
、
災
害
発
生
時

ま
た
は
そ
の
恐
れ
が
あ
る
時
に
、
適

切
な
判
断
・
安
全
な
避
難
行
動
に
役

立
つ
よ
う
に
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
い

た
し
ま
し
た
。
市
報
５
月
号
と
併
せ

て
配
布
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
を
参
考
に
、
日
頃
か

ら
お
住
ま
い
の
地
域
の
地
形
を
よ
く

確
認
し
て
お
く
と
と
も
に
、
家
族
や

自
主
防
災
組
織
等
で
避
難
場
所
や
避

難
ル
ー
ト
等
に
つ
い
て
話
し
合
う
な

ど
、
災
害
に
対
す
る
備
え
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

〇
総
合
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ　
　

　

平
成
16
年
の
災
害
を
中
心
に
、
過

去
に
発
生
し
た
水
害
や
土
砂
災
害
の

情
報
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
災
害

情
報
、
地
震
時
の
避
難
場
所
を
地
図

上
に
示
し
て
い
ま
す
。
旧
町
村
単
位

の
北
部
版
と
南
部
版
の
両
面
表
示
。

〇
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

池
田
ダ
ム
か
ら
下
流
の
池
田
町
・

井
川
町
・
三
野
町
を
単
位
に
、
百
年

に
一
回
程
度
起
き
る
恐
れ
の
あ
る
大

雨
に
よ
る
吉
野
川
の
堤
防
決
壊
な
ど

を
想
定
し
、
浸
水
範
囲
、
深
さ
、
避

難
場
所
と
と
も
に
、
土
砂
災
害
の
情

報
を
地
図
上
に
示
し
て
い
ま
す
。

※
浸
水
想
定
区
域
に
つ
い
て

　

こ
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
示

し
て
い
る
浸
水
想
定
区
域
は
、
国
お

よ
び
県
の
情
報
を
活
用
し
て
お
り
、

市
内
の
主
要
な
河
川
の
浸
水
想
定
区

域
を
そ
れ
ぞ
れ
重
ね
合
わ
せ
た
も
の

で
あ
る
た
め
、
洪
水
な
ど
に
よ
り
浸

水
想
定
区
域
の
全
て
が
浸
水
す
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。 

※
避
難
に
お
け
る
注
意
点

　

三
好
市
が
指
定
す
る
避
難
所
の
中

に
は
、
浸
水
想
定
区
域
内
に
位
置
す

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
降
雨
な

ど
の
状
況
に
よ
っ
て
は
内
水
、
河
川

の
氾
ら
ん
な
ど
に
よ
り
避
難
所
と
し

て
制
約
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
自
主
避
難
さ
れ
る
場
合
に

は
、
市
役
所
も
し
く
は
最
寄
り
の
支

所
へ
事
前
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
三
好
市
が
住
民
の
皆
さ
ま
に

避
難
を
お
願
い
す
る
場
合
は
、
三
好

市
災
害
対
策
本
部
か
ら「
避
難
勧
告
」、

「
避
難
指
示
」
な
ど
を
行
い
、
避
難
該

当
地
区
と
こ
れ
ら
の
地
域
の
皆
さ
ま

の
避
難
先
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
危
機
管
理
課

電
話　

７
２-

７
６
２
５

避
難
訓
練
な
ど
災
害
に
対
す
る
備
え
に
ご
活
用
く
だ
さ
い

防
災
マ
ッ
プ
（
改
訂
版
）
が
完
成

　

5
月
は
水
防
の
意
義
や
重
要
性

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
市
民
の

協
力
の
も
と
に
、
水
害
を
未
然
に

防
ぎ
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
の

水
防
月
間
で
す
。

　

集
中
豪
雨
に
よ
り
、
局
地
的
に

水
位
が
上
昇
し
、
市
内
で
も
冠
水

等
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

大
雨
の
際
に
は
、
周
囲
に
十
分

気
を
つ
け
、
水
害
へ
の
備
え
を
し

ま
し
ょ
う
。

ふ
だ
ん
の
心
が
け
が
大
切
で
す

　

水
害
か
ら
身
を
守
る
に
は
、
一

人
一
人
が
水
害
に
対
し
て
日
ご
ろ

か
ら
関
心
を
持
ち
、
準
備
を
し
て

い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
日
ご
ろ
か
ら
、
天
気
予
報
や
注

意
報
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
場
所
に
つ
い
て
、
家
族
で

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

●
緊
急
時
の
携
行
品
を
一
つ
に
ま

と
め
て
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
車
は
水
害
を
受
け
や
す
い
の

で
、
走
行
や
駐
車
方
法
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
危
機
管
理
課

電
話　

７
２-

７
６
２
５

総合ハザードマップ

洪水ハザードマップ

洪水から守ろうみんなの地域

５月は「 水防月間 」です 

防災・減災事業をご活用ください

無料で実施します　耐震診断しませんか

【お申し込み・お問い合わせ先】　三好市建設部管理課（電話 72-7681）

　三好市では、発生する確率が高いと予測される南海地震への対策とし
て、市内の木造住宅の耐震診断を実施しています。地震被害を少なくす
るためにも既存住宅の耐震化が重要であり、その第一歩は耐震診断です。
　診断を希望する住宅の所有者は、指定の診断申込書によりお申し込み
ください。対象住宅の要件により耐震診断を実施します。
募集戸数▼ 100 戸
対象となる木造住宅▼三好市に存する木造住宅で、次の①、②のいずれ
かを満たすもの。①平成 12 年 5 月 31 日以前に着工された建物で、地階
を除く階数が 3 以下の建物 ②徳島県木造住宅耐震診断、耐震改修マニュ
アルに記載されている耐震診断対象建築物
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現
在
想
定
し
て
い
る
施
設
概
要
は

下
記
の
と
お
り
で
す
が
、
施
設
設
計

に
あ
た
っ
て
は
「
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
な
ど
の
開
催
に
よ
り
、
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
あ
る
程
度

取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を

採
用
す
る
も
の
と
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
観
客
席
か
ら
の
舞
台
視
認

性
の
悪
化
や
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
大
幅
な
増
加
を
伴
わ

な
い
限
り
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

客
席
を
設
置
す
る
こ
と
を
検
討
し
、

あ
る
程
度

の
幅
を
持

た
せ
た
計

画
と
し
て

い
ま
す
。

（
来
月
号
に
つ
づ
く
）

お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市 

文
化
交
流
推
進
課

（
☎ 

７
２-

７
６
３
３
）

※ 

詳
し
い
内
容
は
三
好
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

三好市交流拠点施設実施計画
シリーズ④「心ときめく　文化・交流の広場」

　今月は、施設整備における基本的な考え方と、施設の概要について説明していきます。

①
市
民
が
利
用
し
や
す
い
施
設

　

市
民
誰
も
が
安
全
に
か
つ
快
適
に

利
用
で
き
る
よ
う
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
に
基
づ
く
設
計

と
な
る
よ
う
十
分
な
配
慮
を
行
い
、

全
市
か
ら
の
利
用
を
推
進
す
る
た

め
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
面
に
お
い
て

も
留
意
し
ま
す
。

②
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
シ
ン
ボ
ル
性

　

三
好
市
の
文
化
芸
術
活
動
及
び
交

流
活
動
の
核
と
な
る
機
能
を
備
え
る

だ
け
で
な
く
、
魅
力
あ
る
都
市
景
観

創
造
の
た
め
の
端
緒
と
な
り
う
る
、

ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施

設
整
備
を
目
指
し
ま
す
。

③
木
材
の
積
極
的
な
利
用

　
「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の

利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
平
成

22
年
法
律
第
36
号
）
の
趣
旨
を
ふ
ま

え
木
材
の
積
極
的
な

利
用
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
木
材
の
振
興

に
寄
与
す
る
た
め
、

可
能
な
限
り
地
元
産

木
材
の
利
用
に
も
努

め
ま
す
。

④
総
合
的
な
文
化
交
流
エ
リ
ア
と
し

て
の
整
備
推
進

　

隣
接
す
る
「
三
好
市
池
田
総
合
体

育
館
」と
緊
密
な
連
携
を
図
る
た
め
、

付
属
施
設
の
設
置
や
共
通
動
線
な
ど

に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
市

民
や
民
間
事
業
者
が
当
該
エ
リ
ア
内

で
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
を
展
開
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
や
仕
組
み
を
構
築
し
、
総

合
的
な
文
化
交
流
エ
リ
ア
と
し
て
、

将
来
に
わ
た
り
戦
略
的
か
つ
継
続
的

な
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

⑤
防
災
拠
点
と
し
て
の
活
用

　

高
い
耐
震
・
耐
火
性
能
を
有
し
、

地
震
や
大
規
模
火
災
等
の
発
生
時
に

は
、
建
物
を
含
む
敷
地
全
体
が
避
難

場
所
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
計
画

し
、
備
蓄
倉
庫
や
飲
料
水
備
蓄
タ
ン

ク
等
の
設
置
も
検
討
し
ま
す
。

⑥
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
お
よ
び

環
境
へ
の
配
慮

　

太
陽
光
や
地
熱
な
ど
の
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
、
雨
水
利
用
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
な
ど
の
施
設
整
備
に
よ
り
、

環
境
負
荷
の
低
減
に
つ
な
げ
ま
す
。

 

施
設
整
備
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方

 

施
設
の
概
要

区　分 機　能 概　　　　　　　　要
ホールエリア ホール機能 舞台、客席（600 席程度）、ホワイエ、各種調整室、楽屋、

楽屋エントランス、倉庫など
練習エリア 練習機能 小ホール、練習室、スタジオなど
交流エリア 交流機能 会議室、研修室、メディアブース、レストラン・カフェ（ス

ペース）、エントランスロビーなど
創造・実習エリア 交流機能 実習室、工作室、美術室、アトリエ、和室、準備室など
展示エリア 展示機能 展示室、準備室、収納庫など
事務管理エリア 事務管理機能 管理事務室、受付カウンター、託児室、倉庫など
共通部分・機械室など 廊下、階段スペース、機械室など

※ 各補助事業の内容について、詳しくは担当課および総合支所窓口に設置しているパンフレットをご覧ください。
※ 有害鳥獣対策の侵入防護柵整備事業は、１戸からでも補助の対象となりますが、各個人で補助申請を行うのではなく、

自治会（集落）単位で申請を行ってください。

補助事業名 補助対象経費 補助対象事業者 補助率など お問い合わせ先
（担当課）

食 料 品 や
日用品など
を提供する
ために行う
事業

市内の買い物が困難な地域において、
日常生活物資の移動販売や配達を行う
事業の運営費

自動車などで移動販
売・配達事業を行う
方で、地域の見守り活
動を行える方

定額
（車両総重量ごと
に異なる）

企画調整課
☎72-7607

市内の買い物が困難な地域において、日
常生活物資の移動販売を行う事業者また
は新たに移動販売を行おうとする事業者
の移動販売車両の購入にかかる経費

三好市内の移動販売
事業者で、移動販売
および地域の見守り
活動を５年以上継続し
て行える方

車両本体価格の
1/3（ 上 限 100
万円）

生活用水の
確保

シルバー人材センターに依頼し、水源
地の清掃、確認作業および簡易な修繕
に要した経費（材料費は除く）

市の給水区域外の個
人および団体

1/2
（1 回 に つ き
5,000 円、1 世
帯につき年間 4
回まで）

水道課
☎72-7626

有害鳥獣対策

【侵入防護柵整備事業】
農作物などを防護するための侵入防護
柵などの設置に要する経費

自治会など 4/10以内

農業振興課
☎72-7617【鳥獣害防止緩衝地帯整備事業】

集落内にある耕作放棄地に対し、緩衝
地帯を維持整備するための伐採・草刈
りなどに要する経費

自治会など
10a当り
年間3,000円
（上限100,000円）

道路などの
維持管理に
関する事業

【三好市小規模道路（私道）整備事業】
公道から住家までの私道などの開設・
改良・舗装に要する経費

個人

施工延長200m以
内とし、補助額は
別に定める（工種
により異なる）

工務課
☎72-7623

【三好市道路の維持管理事業】
三好市内の市道・農林道において実施
する道路除草作業に要する経費

自治会、各種団体など
1mあたり10円
（同一路線は年 1
回まで）

管理課
☎72-7681

自治会など
が設置・管
理する集会
所などの修
繕・新築

修繕に要する経費（付帯設備の修繕や
軽微な工事などは除く）

集会施設を管理する
自治会など

2/3 以内
（上限200万円）

管財課
☎72-7635

新築に要する経費
集会施設を管理する
自治会など

1/2 以内
（上限500万円）

①
生
活
支
援
事
業

②
集
落
維
持
活
性
化

　市内には、人口減少と高齢化の進行により、地域におけるコミュニティ機能の維持が困難な自治会
や集落が増加しつつあります。三好市では、これらの課題を克服し、住みよい集落環境づくりに向け
て、それぞれの地域で行われる取組みを支援するため「三好市集落支援包括事業」を実施しています。

三好市の 集落支援包括事業

推
進
事
業
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　三好市では、地域の商業活性化を目的に、平成
25 年度も「三好市商店会等活性化支援補助金事業」
を実施します。三好市内の商工会、商工会議所に加
盟している小規模事業所で組織する商業団体が商業
振興のために行うソフト事業の実施に係る経費の一
部を補助します。
　希望される団体などの方々は、5 月 31 日までに
商工政策課までお申し込みください。応募多数の場
合は、補助金額の減額、調整をさせていただく場合
があります。

【補助金の交付額（千円未満切捨）】
○事業費が 600千円未満の場合
　補助率▷ 2/3、補助金の上限▷ 300 千円
○事業費が 600千円以上の場合
　補助率▷ 1/2、補助金の上限▷ 500 千円
○事業費が 1,000 千円以上かつ団体を組織する会
員数が 50を超える以上の場合

　補助率▷ 1/2、補助金の上限▷ 1,000 千円

【お問い合わせ先】三好市商工政策課（☎ 72-7645）

三好市商店会等活性化支援
補助金事業の募集について

地
域
を
支
え
る

集
落
支
援
員
を
追
加
募
集
し
ま
す

　

　

地
域
、
集
落
の
実
情
や
課
題
を
よ
り
具
体
的
に
す
る
こ
と
で
、
活
性

化
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
集
落
支
援
員
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】　

東
祖
谷
、西
祖
谷
山
村
、山
城
町
、池
田
町
、井
川
町
、

三
野
町
の
各
地
区
に
1
人
ず
つ
、
合
計
６
人
を
募
集
し
ま
す
。

【
業
務
内
容
】　

地
域
の
実
情
に
応
じ
、
主
に
次
の
業
務
に
従
事
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

① 

三
好
市
集
落
支
援
包
括
事
業
の
周
知
、
取
り
次
ぎ
。

② 

集
落
の
巡
回
、
状
況
把
握
お
よ
び
課
題
分
析
。

③ 

地
域
団
体
等
と
の
協
議
、
話
し
合
い
の
場
づ
く
り
。

④ 

市
民
と
行
政
と
の
連
絡
調
整
。

⑤ 

地
域
活
力
の
維
持
お
よ
び
集
落
の
活
性
化
。

⑥ 

空
き
家
調
査
。

⑦ 

移
住
支
援
。

⑧ 

そ
の
他
、
集
落
の
維
持
、
活
性
化
に
必
要
と
認
め
る
も
の
。

【
募
集
対
象
】　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
と
し
ま
す
。

① 

年
齢
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

② 

地
域
の
実
情
に
精
通
し
、
地
域
づ
く
り
へ
の
関
心
の
高
い
方
。

③ 

市
民
と
協
力
し
な
が
ら
、
集
落
を
元
気
に
す
る
た
め
に
意
欲
的

に
行
動
で
き
る
方
。

④ 

心
身
と
も
に
健
康
で
誠
実
に
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
方
。

⑤ 

普
通
自
動
車
免
許
を
有
し
て
い
る
方
。

⑥ 

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
メ
ー
ル
な
ど
）
の
一
般
的

な
操
作
が
で
き
る
方
。

【
勤
務
時
間
】　

週
31
時
間
程
度

【
雇
用
形
態
・
期
間
】　

市
の
嘱
託
職
員
と
し
て
採
用
。
平
成
25
年
7

月
1
日
か
ら
平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
。最
長
3
年
ま
で
再
任
あ
り
。

【
賃
金
等
】　
月
額
１
４
４
５
０
０
円
、
三
好
市
の
嘱
託
職
員
と
な
り

社
会
保
険
（
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
し
ま
す
。

【
休
日
・
休
暇
】　

日
曜
日
、
土
曜
日
、
国
民
の
祝
日
、
12
月
29
日
～

1
月
3
日
ま
で
の
間

【
応
募
方
法
】　

三
好
市
集
落
支
援
員
応
募
申
込
書「
様
式
１
号（
１
）

（
2
）」
を
記
入
し
、
写
真
添
付
の
う
え
、
次
の
応
募
先
ま
で
送
付
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
職
務
の
経
歴
に
つ
い
て
は
詳
細
に
ご
記
入
願
い
ま
す
。
申

込
書
に
書
き
き
れ
な
い
と
き
は
、
任
意
の
別
紙
に
て
作
成
し
、
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
い
た
だ
く
か
、
地
域
振
興
課
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
郵
送

い
た
し
ま
す
。

【
審
査
方
法
】
書
面
審
査
お
よ
び
面
接

【
募
集
期
限
】
平
成
25
年
5
月
31
日
（
金
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
７
７
８-

８
５
０
１　
徳
島
県
三
好
市
池
田
町
シ
ン
マ
チ
１
５
０
０-

２

三
好
市
役
所
企
画
財
政
部
地
域
振
興
課

電
話
７
２-

７
６
４
９　

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
２-

７
２
０
２

公民館講座の受講生を募集します。
受講料は無料です。

【前期日時】
6 月 10 日～ 7 月 8 日　
毎週月曜日（全 5 回）
バランスボール体操▶ 13 時～ 14 時
サーキットレーニングで脂肪燃焼▶ 14 時～ 15 時

【後期日時】
10 月 7 日～ 11 月 18 日　毎週月曜日（ただし、
10 月 14 日、11 月 4 日を除く全 5 回）
タオルストッレチ体操▶ 13 時～ 14 時
スロージョギングで脂肪燃焼▶ 14 時～ 15 時

【受講対象者】三好市内在住の方
【募集定員】20 名
【場所】山城公民館　大ホール・トレーニング室

【指導講師】OK スポーツクラブ脇町　
　　　　　 山﨑 俊輔さん（健康運動指導士）

【その他】日程や準備物など詳細については、後日
ご連絡いたします。

【申込方法】電話またはファックスで山城公民館
へお申し込みください。（定員に達し次第締切）

【お申し込み・お問い合わせ先】
山城公民館（☎ 86-1135）（FAX 76-6002）

山城公民館 社会教育実技講座
- 健康促進実技講座 -

　三好市情報公開条例は、市政に関する情報の提
供や公表、審議会の会議の公開などとあわせて、
公文書開示制度により、情報公開の推進について
規定しています。情報公開制度が適正に運営され
ていることをお知らせするために、年１回この制
度の利用状況を公表しています。

期間▶平成 24 年 4 月 1 日〜平成 25 年 3 月 31 日
【情報公開】
１. 公開請求の件数▷ 23 件
２. 公開請求に対する公開・非公開決定件数
　▷公開 7 件・部分公開 16 件・非公開 4 件
３. 異議申し立ての件数▷０件
４. その他必要事項▷該当なし

【個人情報】
１. 開示の請求件数、開示および非開示などの決定件数

▷請求 0 件、開示 0 件
２. 訂正の請求件数および決定件数▷該当なし
３. 是正の申出件数および処理の件数▷該当なし
４. 不服申立ての内容および件数▷該当なし
５. 事務の外部委任、目的外利用および外部提供の状況

▷ 1 件
【お問い合わせ先】　三好市総務課（☎ 72-7600）

三好市情報公開　
実施状況

　平成 26 年三好市成人式の企画・運営する企画
運営委員を募集します。自分たちの手で思い出に残
る成人式を作りませんか。

【対象】平成 5 年 4 月 2 日～平成 6 年 4 月 1 日ま
でに生まれた方で成人式の企画運営に興味のある方

【募集数】　20 名～ 30 名程度
【役割】成人式企画運営委員会に参加し、成人式に
係る事項を協議する。当日の成人式を運営する。

【応募方法】　三好市教育委員会・生涯学習課まで
電話またはファックス、E メールで下記問い合わせ先
までお願いします。ファックス、メールで申し込みの
場合は、件名を「成人式企画運営委員の応募」とし、
本文に氏名（フリガナ）・住所・自宅の電話番号・
昼間連絡が取れる連絡先（携帯電話番号など）・出
身中学校を明記してください。

【お申し込み・お問い合わせ先】三好市教育委員会
生涯学習課（☎ 72-3900、FAX 72-3916、Eメール 
shougaigakushuu ＠city.tokushima-miyoshi.lg.jp）

平成 26 年成人式 
企画運営委員募集
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　池田地区体育施設

　井川地区体育施設

　三野地区体育施設

● 吉野川運動公園
使用区分 使用料（１時間につき）

池田球場
グラウンド 非営利目的 800 円

営利目的 1,600 円

夜間照明（全点灯のみとする） 非営利目的 750 円
営利目的 1,500 円

運動場
全面使用 非営利目的 800 円

営利目的 1,600 円

運動場の 1/2 以下を使用する場合 全面使用の使用料に
1/2 を乗じた額

● 箸蔵近隣公園
区分 使用料（１時間につき）

運動場
全面使用 非営利目的 300 円

営利目的 600 円

夜間照明 非営利目的 400 円
営利目的 800 円

庭球場（壁打ちコート含む） 非営利目的 300 円
営利目的 600 円

ゲートボール場 非営利目的 100 円
営利目的 200 円

● 新山多目的広場	
使用区分 使用料（１時間につき）

全面使用 非営利目的 400円
営利目的 800円

● 池田一中運動場 
使用区分 使用料（１時間につき）

運動場 非営利目的 400 円
営利目的 800 円

夜間照明 非営利目的 400 円
営利目的 800 円

● 池田一中体育館
使用区分 使用料（１時間につき）

全面使用 非営利目的 800 円
営利目的 1,600 円

床面の 1/2 以下を使用する場合 全面使用の使用料に 1/2 を乗じた額

● 池田一中武道場
使用区分 使用料（１時間につき）

全面使用 非営利目的 200 円
営利目的 400 円

床面の 1/2 以下を使用する場合 全面使用の使用料に 1/2 を乗じた額

● 井川グラウンド
使用区分 使用料（１時間につき）

サッカー場 非営利目的 400 円
営利目的 800 円

グランドゴルフ場 非営利目的 200 円
営利目的 400 円

アーチェリー場 非営利目的 200 円
営利目的 400 円

● 井川多目的交流施設
使用区分 使用料（１時間につき）

全面使用 非営利目的 200 円
営利目的 400 円

● 三野グラウンド  

使用区分
使用料（１時間につき）
平成25年
7月1日〜

平成26年
4月1日〜

平成27年
4月1日〜

全面使用 非営利目的 200 円 300 円 400 円
営利目的 400 円 600 円 800 円

夜間照明 非営利目的 400 円 600 円 800 円
営利目的 800 円 1200 円 1,600 円

競技場の 1/2 以下を使用する場合 全面使用の使用料に 1/2 を乗じた額

● 三野体育館

使用区分
使用料（１時間につき）
平成25年
7月1日〜

平成26年
4月1日〜

平成27年
4月1日〜

アリーナ
全面使用

スポーツ 500 円 800 円 1,000 円
スポーツ以外 1,800 円 2,800 円 3,500 円
営利目的 3,500 円 5,600 円 7,000 円

床面の 1/2 以下を使用
する場合 全面使用の使用料に 1/2 を乗じた額

アリーナ空調機を使用する場合
（使用面積に関係なく一律とする）

スポーツ 2,000 円
スポーツ以外 4,000 円

第 1 会議室（冷暖房施設使用料含む） 非営利目的 300 円
営利目的 600 円

第 2 会議室（冷暖房施設使用料含む） 非営利目的 400 円
営利目的 800 円

個人利用
トレーニング室

（小学生以下は使用不可）

中学生 1 回につき　　　　      150 円
回数券 (11 枚綴り)　1,500 円

一般および　
高校生以上

1 回につき                  200 円
回数券 (11 枚綴り)　2,000 円

● 三野テニスコート	

使用区分
使用料（１時間につき）
平成25年
7月1日〜

平成 26 年
4月1日〜

平成 27 年
4月1日〜

1 面使用 非営利目的 100 円 150 円 500 円
営利目的 200 円 300 円 1,000 円

2 面使用の場合 1 面使用の使用料に 2 を乗じた額
夜間照明

（使用面数に関係なく一律とする）
非営利目的 200 円
営利目的 400 円

● 屋内ゲートボール場「すぱーく三野」
使用区分 使用料（１時間につき）

１面使用

グラウ
ンド

非営利目的 400 円
営利目的 800 円

夜間
照明

非営利目的 200 円
営利目的 400 円

2 面使用の場合 1 面使用の使用料に 2 を乗じた額
　山城・西祖谷地区体育施設

● 山城総合グラウンド
使用区分 使用料（１時間につき）

野球場
グラウンド 非営利目的 600 円

営利目的 1,200 円

夜間照明 非営利目的 700 円
営利目的 1,400 円

運動場 非営利目的 400 円
営利目的 800 円

管理棟 非営利目的 300 円
営利目的 600 円

● 西祖谷多目的広場	
使用区分 使用料（１時間につき）

多目的広場
グラウンド 非営利目的 200 円

営利目的 400 円

夜間照明 非営利目的 200 円
営利目的 400 円

管理棟 ( 他の施設と同
時使用の場合は無料 ) 会議室

非営利目的 300 円
営利目的 600 円

● 大野体育館
使用区分 使用料（１時間につき）

全面使用 非営利目的 800 円
営利目的 1,600 円

床面の 1/2 以下を使用する場合 全面使用の使用料に 1/2 を乗じた額

● 西祖谷一宇運動公園
区分 使用料（１時間につき）

運動場
グラウンド 非営利目的 300 円

営利目的 600 円

夜間照明 非営利目的 400 円
営利目的 800 円

体育館
全面使用 非営利目的 800 円

営利目的 1,600 円
床面の 1/2 以下を
使用する場合 全面使用の使用料に 1/2 を乗じた額

テニスコート 1 面使用 非営利目的 200 円
営利目的 400 円

2 面使用の場合 1 面使用の使用料に 2 を乗じた額

● 井川体育館
使用区分 使用料（１時間につき）

全面使用 非営利目的 800 円
営利目的 1,600 円

床面の 1/2 以下を
使用する場合

全 面 使 用 の 使 用 料 に
1/2 を乗じた額

● 井川柔剣道場
使用区分 使用料（１時間につき）

全面使用
非営利目的 200 円
営利目的 400 円

床面の 1/2 以下を
使用する場合

全 面 使 用 の 使 用 料 に
1/2 を乗じた額

● 洞草運動場
使用区分 使用料（１時間につき）

全面使用 非営利目的 無料
営利目的 200 円

夜間照明 非営利目的 250 円
営利目的 500 円

● 池田総合体育館
使用区分 使用料（１時間につき）

全面使用
スポーツ 1,800 円
スポーツ以外 6,400 円
営利目的 12,800 円

部分

使用

床面の 1/3 以下を
使用する場合 全面使用の使用料に 1/3 を乗じた額

床面の 1/2 以下を
使用する場合 全面使用の使用料に 1/2 を乗じた額

床 面 の 1/2 を超え
2/3 以下を使用する
場合

全面使用の使用料に 2/3 を乗じた額

空調機（使用面積に関係な
く一律とする）

スポーツ 2,500 円
スポーツ以外 5,000 円

サブアリーナ
スポーツ 500 円
スポーツ以外 3,200 円
営利目的 6,400 円

      空調機 スポーツ 1,500 円
スポーツ以外 3,000 円

第 1 会議室 （冷暖房施設使用料含む） 非営利目的 700 円
営利目的 1,400 円

第 2 会議室 （冷暖房施設使用料含む） 非営利目的 700 円
営利目的 1,400 円

小会議室 （冷暖房施設使用料含む） 非営利目的 300 円
営利目的 600 円

トレーニング室

（小学生以下は使用不可）

中学生
1 回につき200 円

回数券 (11 枚綴り)
　2,000 円

一般および

高校生以上

1 回につき300 円
回数券 (11 枚綴り)

　3,000 円
卓球 ( 人数・年齢を問わず ) 1 台 1 回につき300 円
バドミントン
( 人数・年齢を問わず ) 1 面 1 回につき500 円

照明設備 ( ボーダーライト、
スポットライト、アッパーホリ
ゾンライト、ロアーホリゾン

ライト、フットライト)

スポーツ
それぞれ 1 式につき

　500 円

スポーツ以外
それぞれ 1 式につき

　1,000 円

電光掲示板 スポーツ 1 式につき 500 円
スポーツ以外 1 式につき1,000 円

● 三野サッカー場
使用区分 使用料（１時間につき）

全面使用 非営利目的 600 円
営利目的 1,200 円

● 井川屋内ゲートボール場	
使用区分 使用料（１時間につき）

全面使用 非営利目的 200 円
営利目的 400 円

７
月
１
日
か
ら

三
好
市
体
育
施
設
の
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

　

先
般
の
3
月
議
会
に
お
い
て
、
三
好
市
社
会
体
育
施
設
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
の
改
正
で
は
、
施
設
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
料
金
体
系

に
つ
い
て
、
施
設
の
設
備
や
広
さ
な
ど
を
考
慮
し
た
う
え
、
時
間
単
位
で
の
使
用
料
に
統
一
し
、

施
設
間
で
均
衡
の
と
れ
た
料
金
に
な
る
よ
う
設
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
以
外
の
方
が
使
用

す
る
場
合
の
料
金
に
つ
い
て
も
、
同
一
金
額
と
し
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
先　
三
好
市	

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
（
☎	

７
２-

３
９
１
７
）

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

個
人
利
用

そ
の
他
設
備

9　市報 みよし 2013.5　8



　交通の便が著しく悪い地区に居住する高齢者
が、タクシーを利用するとき、その料金の一部
を助成しています。
　お住まいの各総合支所および長寿・障害福祉
課で受け付けておりますのでご相談ください。

【対象者】
路線バスなどの公共交通機関の停留所から 1 キ
ロメートル以上の場所にお住まいの高齢者（65
歳以上）の方など
【内容】
タクシー利用料金の一部を助成します。
平成 25 年度からは、交付枚数を 48 回分から
72 回分に増やします。

　

　　　【お申し込み・お問い合わせ先】
　　　三好市長寿・障害 福祉課 ( ☎ 72-7612)

辺地地区等タクシー
利用者助成事業のおしらせ

　活力ある生活を送っていただくことを目的
に、生きがいデイサービス事業（三好市生きが
い活動支援通所事業）を実施しています。
　詳しくはお住まいの各総合支所または、長寿・
障害福祉課までご相談ください。

【対象者】
おおむね 65 歳以上で、家に閉じこもりがちな
日中独居・高齢者のみの世帯に属する方 
【内容】
公共の施設などにおいて、月 2 回をめやすに、
日常動作訓練や、 趣味活動 ( 生きがい活動 ) な
どのサービスを行います。 
【利用料】
1 回あたり 1,000 円。送迎
サービス希望の場合は別途
利用料 100 円が必要です。
ただし、介護保険の認定を
受けた方は対象外です。
　

　　　【お申し込み・お問い合わせ先】
　　　三好市長寿・障害 福祉課 ( ☎ 72-7612)

ご利用ください
生きがいデイサービス事業

【
支
給
対
象
】

　

児
童
手
当
等
は
、
15
歳
到
達
後

最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
児
童（
中
学
校
修
了
前
の
児
童
）

を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

【
支
給
月
額
】

・
３
歳
未
満

　

一
律　

１
万
５
千
円

・
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
ま
で

　

第
１
子
・
２
子　
　

１
万
円

　

第
３
子
以
降　

１
万
５
千
円

・
中
学
校
修
了
前

　

一
律　

１
万
円

・
所
得
制
限
限
度
額
以
上

　

年
齢
に
か
か
わ
ら
ず

　

児
童
１
人
に
つ
き　

５
千
円

【
支
払
時
期
】

　

児
童
手
当
等
は
、原
則
と
し
て
、

毎
年
2
月
、
6
月
、
10
月
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

【
児
童
手
当
現
況
届
】

　

児
童
手
当
等
を
受
け
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
届
は
、
毎
年
6
月
1
日
に

お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手

当
等
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
6

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
提
出
期
日
】

6
月
3
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
（
土
日
を
除
く
）

【
添
付
書
類
】

▽
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

な
ど

▽
前
住
所
地
の
市
区
町
村
長
が
発

行
す
る
児
童
手
当
用
所
得
証
明

書
も
し
く
は
、
所
得
課
税
証
明

（
平
成
25
年
1
月
1
日
に
三
好

市
管
内
に
住
民
票
の
な
か
っ
た

方
）

▽
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出

す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

【
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

・
三
好
市
子
育
て
支
援
課

　
（
☎
７
２-

７
６
４
８
）

・
各
総
合
支
所

児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内

　

松
尾
川
温
泉
は
平
成
20
年
6
月

に
源
泉
か
け
流
し
の
小
さ
な
温
泉

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
大

変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

一
日
に
２
０
０
人
を
超
え
る
お
客

様
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
繁
忙
期
に
は
お
風

呂
に
入
れ
な
か
っ
た
り
、
ゆ
っ
く

り
お
風
呂
を
楽
し
め
な
か
っ
た
り

と
、
お
客
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
三
好
市
で
は
、
現
在

の
源
泉
湯
量
の
範
囲
で
湯
船
の
増

築
を
計
画
し
、
源
泉
か
け
流
し
を

守
り
な
が
ら
可
能
な
限
り
湯
船
を

広
げ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
温
泉
を

楽
し
め
る
よ
う
に
工
事
を
行
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

工
事
は
順
調
に
進
み
、
5
月
1

日
よ
り
営
業
を
再
開
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
と
も
、
松
尾
川
温
泉
・

し
ら
さ
ぎ
荘
を
ご
ひ
い
き
に
し
て

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
源
泉
名
】

松
尾
川
温
泉

【
泉
質
】

単
純
硫
黄
泉

（
低
張
性
・
ア
ル
カ
リ
性
・
低
温
性
）

【
電
話
番
号
】

０
８
８
３-

７
５-

２
３
２
２

【
営
業
時
間
】

午
前
10
時
～
午
後
8
時

定
休
日
（
毎
週
水
曜
日
・
12
月
30

日
～
１
月
３
日
）

【
食
事
】

軽
食
あ
り

【
入
浴
料
金
】

・
一
般
（
中
学
生
以
上
）
５
０
０
円

・
小
学
生　
　

  　
　
　
３
０
０
円

・
小
学
生
未
満　
　
　

  

無
料

＊
身
体
障
害
者
手
帳
を
ご
提
示
の

　

方
は
半
額

【
し
ら
さ
ぎ
荘
宿
泊
料
金
】

・
一
般　
　
　
　
　

３
１
５
０
円

  （
３
連
泊
の
場
合 

２
５
２
０
円
）

・
３
歳
～
小
学
生　

１
８
９
０
円

・
３
歳
未
満　
　
　

無
料

松
尾
川
温
泉
が
新
装
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
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場　所
実施日

時　間
5月 6月 7月

東祖谷民俗資料館（伝習ホール） 10・24 7・21 5 13:30 ～15:00
大野幼稚園 23 6・20 4・18 10:00 ～11:30
河内小学校ランチルーム 23 6・20 4・18 13:00 ～14:30
西宇公民館 10・24 7・21 5 10:00 ～11:30
三縄公民館 13・27 10・24 8 13:30 ～15:00
三好市保健センター 13・27 10・24 8 10:00 ～11:30
箸蔵公民館 16・30 13・27 11 10:00 ～11:30

みよし広域連合介護保険センターでは、65 歳以上の方を対象に「介護予防ステップ２教室」を開催します。
これは、運動器の機能向上をはかることにより、「介護の手を必要としない元気な体作り」を目的とする
ものです。今年度上半期は、下記を会場として開催します。最寄りの会場にお気軽にお越しください。
※ 運動制限のある方は主治医と相談のうえご利用ください。
【参加費】無料
【必要品】水分補給のための飲料水、タオル、健康手帳（なければ会場で交付します）

お問い合わせ先　みよし広域連合介護保険センター（☎ 76-0030）

介護予防ステップ２教室（上半期）のおしらせ



　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）
に
着
目
し
、
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
心
筋
梗

塞
、
脳
卒
中
、
腎
臓
病
な
ど
の
重

大
な
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

健
診
で
す
。

●
受
診
方
法

①
総
合
健
診
（
集
団
健
診
）
で
受

診
す
る
方
法

　

今
月
号
広
報
（
5
月
号
）
に
折

り
込
ん
で
あ
る
「
総
合
健
診
申
込

書
」
に
ご
記
入
の
う
え
、
申
し
込

み
期
間
内
に
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
、
各
総
合
支
所
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。（
が
ん
検
診
と
一
緒
に
受

診
で
き
ま
す
）

②
病
院
で
受
診
す
る
方
法

　

病
院
で
受
診
さ
れ
る
方
は
、「
特

定
健
診
受
診
券
」（
6
月
末
送
付

予
定
）
に
同
封
さ
れ
て
い
る
、「
平

成
25
年
度
特
定
健
康
診
査
実
施
機

関
一
覧
表
」
か
ら
病
院
を
選
び
、

電
話
に
て
病
院
へ
ご
予
約
の
う

え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

40
歳
～
74
歳
の
方

（
74
歳
の
方
は
生
年
月
日
が
昭
和

13
年
10
月
か
ら
昭
和
14
年
3
月
ま

で
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
）

●
受
診
期
間

7
月
1
日
～
12
月
31
日

●
受
診
時
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
証

・
特
定
健
診
受
診
券
（
6
月
末
に

送
付
予
定
）

・
自
己
負
担
額
（
千
円
）

※
健
診
当
日
に
い
ず
れ
か
一
つ
で

も
お
忘
れ
に
な
る
と
、
特
定
健
診

を
受
診
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。

注
意
▼
三
好
市
の
発
行
す
る
保
険
以

外
（
組
合
管
掌
健
康
保
険
、
共
済
組

合
な
ど
）
に
ご
加
入
の
方
は
、
医
療

保
険
者
が
発
行
し
た
「
特
定
健
康
診

査
受
診
券
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

各
医
療
保
険
に
よ
っ
て
、
受
診
券
の

交
付
時
期
、
自
己
負
担
額
な
ど
異

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
加
入
の

医
療
保
険
者
ま
た
は
、
職
場
の
担
当

者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
定
健
康
診
査
に
関
し
て
の

お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市 

保
険
医
務
課

　

電
話 

７
２-

７
６
１
３

平成25年度も特定健診を受けましょう

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
や
重

症
化
の
予
防
の
た
め
、
健
康
診
査
を

実
施
し
ま
す
。

　
健
康
診
査
の
対
象
と
な
る
方
に
は

「
健
康
診
査
受
診
券
」
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
健
康
診
査
受
診
券
送
付
時
期

○
入
院
を
さ
れ
て
い
な
い
方
ま
た
は

生
活
習
慣
病
と
診
断
さ
れ
て
い
な
い
方

・
平
成
25
年
8
月
（
予
定
）

※
入
院
を
さ
れ
て
い
た
方
お
よ
び
生

活
習
慣
病
と
診
断
さ
れ
た
方
は
、
す

で
に
健
康
状
態
を
把
握
さ
れ
、
医
師

の
指
導
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
健
康
診
査
の
対
象
者

か
ら
除
い
て
い
ま
す
。

○
前
記
以
外
の
方
で
、
平
成
25
年
4

月
以
降
に
血
液
検
査
や
尿
検
査
を
さ

れ
て
い
な
い
方

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
成

25
年
8
月
以
降
に
三
好
市
役
所
保
険

医
務
課
に
備
え
付
け
て
い
る
健
康
診

査
申
込
書
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
締
切
：
平
成
25
年
11
月
末
頃
）

○
平
成
25
年
1
月
か
ら
9
月
に
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
た
方

　

加
入
時
期
に
応
じ
、
5
月
か
ら
10

月
ま
で
の
間
に
健
康
診
査
申
込
書
を

送
付
し
ま
す
。
入
院
を
さ
れ
て
い
な

い
方
ま
た
は
生
活
習
慣
病
と
診
断
さ

れ
て
い
な
い
方
で
受
診
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
広
域
連
合
事
務
局
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
診
券
を
後

日
送
付
し
ま
す
。

▽
健
康
診
査
申
込
書
の
送
付
時
期

①
1
月
～
3
月
に
加
入
…
5
月

②
4
月
～
5
月
に
加
入
…
6
月

③
6
月
～
7
月
に
加
入
…
8
月

④
8
月
～
9
月
に
加
入
…
10
月

○
平
成
25
年
10
月
以
降
に
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
る
方

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健
康
診

査
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
ま
で
に
、

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
で

健
康
診
査
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
施
設
入
所
さ
れ
て
い
る
方

　

障
害
者
支
援
施
設
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

介
護
保
険
施
設
な
ど
に
入
所
さ
れ
て

い
る
方
は
、
健
康
診
査
を
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
健
診
項
目

身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・
血
液
検

査
・
尿
検
査

●
受
診
費
用

　
無
料

●
受
診
期
間

受
診
券
を
受
け
取
ら
れ
た
と
き
か

ら
平
成
25
年
12
月
末
日
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

電
話 

０
８
８-

６
７
７-

３
６
６
６

後期高齢者医療制度の健康診査について私たちの大切な

地域医療 を守るために
住民・医療者・行政が一体となり、「地域医療」
を守っていくため、様々な情報を発信します

　

こ
の
事
業
は
徳
島
県
が
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
三
好
市
役
所
（
保

険
医
務
課
・
三
好
市
保
健
セ
ン

タ
ー
・
各
総
合
支
所
）
に
も
チ
ラ

シ
な
ど
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市
保
険
医
務
課

　

救
急
医
療
担
当

　
　
　

電
話　

７
２-

７
６
１
３

・
救
急
電
話
相
談
と
は

　

休
日
夜
間
の
子
ど
も
の
急
な
病

気
（
発
熱
、
下
痢
、
嘔
吐
、
け
い

れ
ん
、
ひ
き
つ
け
な
ど
）
や
ケ
ガ

な
ど
の
場
合
に
、
受
診
し
た
方
が

良
い
の
か
、
様
子
を
み
て
も
大
丈

夫
な
の
か
、
看
護
師
や
小
児
科
医

か
ら
電
話
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

ら
れ
る
事
業
で
す
。

・
相
談
電
話
番
号

▼
固
定
電
話
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
）、

携
帯
電
話
か
ら
の
場
合

　

☎（
局
番
な
し
の
）＃
８
０
０
０

▼
固
定
電
話
（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
）、

Ｉ
Ｐ
電
話
、
そ
の
他
＃
８
０
０

　

０
が
利
用
で
き
な
い
場
合

　

☎
０
８
８-

６
２
１-

２
３
６
５ 

・
相
談
時
間

毎
日 

18
時
か
ら
翌
朝
８
時
ま
で

・
相
談
体
制

　

相
談
員
（
看
護
師
）
が
応
じ
、

専
門
的
な
知
識
を
要
す
る
も
の
は

医
師
（
小
児
科
医
、救
急
専
門
医
）

が
対
応
し
ま
す
。

※
相
談
は
、あ
く
ま
で
も
助
言
で
、

電
話
に
よ
る
診
断
・
治
療
は
で
き

ま
せ
ん
。

・
利
用
料
な
ど

無
料（
通
話
料
金
は
利
用
者
負
担
）

徳島こども救急電話相談を
ご利用ください

プッシュ回線の固定電話・携帯電話からは、局番なしの

　

障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者

の
擁
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関

す
る
法
律（
障
害
者
虐
待
防
止
法
）

が
、
平
成
24
年
10
月
1
日
よ
り
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
者
の
権
利
を
守
り
、
安
定

し
た
生
活
や
社
会
参
加
を
支
援
す

る
た
め
に
、
み
ん
な
で
虐
待
の
防

止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
障
害
者
虐
待
に
は
、

　
次
の
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
身
体
的
虐
待
】

　

障
害
者
の
身
体
に
傷
や
痛
み
を

負
わ
せ
る
暴
行
を
加
え
た
り
、
正

当
な
理
由
が
な
く
、
身
動
き
が
取

れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

【
性
的
虐
待
】

　

障
害
者
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を

し
た
り
、
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
。

【
心
理
的
虐
待
】

　

暴
言
や
侮
辱
、
拒
絶
な
ど
に
よ

り
、
障
害
者
に
精
神
的
な
苦
痛
を

与
え
る
こ
と
。

【
ネ
グ
レ
ク
ト
】

　

日
常
生
活
の
世
話
や
介
護
を
ほ

と
ん
ど
せ
ず
、
障
害
者
の
心
身
を

衰
弱
さ
せ
る
こ
と
。

【
経
済
的
虐
待
】

　

財
産
や
金
銭
を
不
当
に
使
っ
た

り
、
理
由
な
く
日
常
生
活
に
必
要

な
金
銭
を
与
え
な
い
こ
と
。

●
障
害
者
虐
待
を
発
見
し
た
人
は

　
速
や
か
に
通
報
す
る
こ
と
が

　
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
特
定
の
人
や
場
所
で
は
な
く
、

ど
こ
に
で
も
起
こ
り
ま
す
。

○
虐
待
し
て
い
る
人
に
、
虐
待
し

て
い
る
認
識
が
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

○
虐
待
さ
れ
て
い
る
人
が
虐
待
と

認
識
で
き
ず
、
自
分
で
は
被
害
を

訴
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
あ
れ
っ
…
？  

虐
待
…
？
」

と
思
っ
た
ら
、
相
談
・
通
報
を

●
相
談
・
通
報
先

・
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

  

は
く
あ
い

　
　
☎ 

７
２-

２
２
５
１

・
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト 

や
ま
な
み

　
　
☎ 

７
９-

３
９
２
８

お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市
長
寿
・
障
害
福
祉
課

　

電
話 

７
２-

７
６
１
０

 

障
害
者
を
虐
待
か
ら
守
ろ
う

♯ 8 0 0 0

①
お
子
さ
ん
が

　
急
な
病
気
で
心
配
な
と
き

　
　
　
　
➡

②
♯
８
０
０
０　
ま
た
は

　
０
８
８-

６
２
１-

２
３
６
５

　
ま
で
お
電
話
を

　
　
　
　
➡

③
看
護
師
・
小
児
科
医
が

　
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す

緊
急
・
重
症
の
場
合
は

迷
わ
ず
「
１
１
９
」
へ
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市
文
化
協
会
会
長
と
し
て

　

平
成
18
年
7
月
、
三
好
市
文
化
協
会

が
発
足
。
当
時
、
各
町
村
の
文
化
協
会

代
表
が
寄
り
、
今
後
の
文
化
協
会
活
動
に

つ
い
て
、「
地
域
に
残
る
特
色
あ
る
文
化

を
し
っ
か
り
残
し
な
が
ら
、
新
た
に
中
央

で
も
よ
り
磨
き
を
か
け
た
文
化
を
創
り
あ

げ
て
い
こ
う
」
と
い
う
方
向
性
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
残
し
た
各
支
部
の
文
化
ま
つ
り
は

「
み
ん
な
で
楽
し
く
」。
新
設
す
る
中
央

の
市
文
化
ま
つ
り
は
「
よ
り
美
し
く
よ
り

真
剣
に
」
が
コ
ン
セ
プ
ト
。
文
化
ま
つ
り

に
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
し
っ
か
り
批
判
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
よ
り
高
い
と
こ
ろ
を
目
指
し

て
い
け
る
よ
う
進
め
て
い
く
の
が
、
会
長

と
し
て
私
の
義
務
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

郷
土
に
誇
り
を
持
つ
子
ど
も
に

　

も
と
も
と
は
国
語
教
育
が
専
門
で
し
た

が
、
教
員
時
代
に
「
人
づ
く
り
」
の
大
切

さ
を
痛
感
し
た
私
は
、
郷
土
に
誇
り
を
持

つ
子
ど
も
達
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
自

分
自
身
が
三
野
の
歴
史
に
つ
い
て
研
究
し
始

め
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、我
々
の
故
郷
に
は
、

室
町
時
代
の
天
下
人
三
好
長
慶
と
い
う
武

将
や
、
江
戸
時
代
後
期
、
徳
島
藩
で
初
の

ト
ン
ネ
ル
式
農
業
用
水
「
三
村
用
水
」
工

事
の
指
揮
を
と
っ
た
山
本
新
太
夫
な
ど
素

晴
ら
し
い
先
人
が
い
た
の
で
す
。
そ
の
素
晴

ら
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
で
、

彼
ら
が
故
郷
に
自
信
を
持
ち
、
後
に
続
こ

今月の三好のこの人

三好市文化協会会長

千
ち ば

葉　勲
いさお

 さん
（三野町芝生 ・78 歳）

う
と
い
う
志
を
持
っ
て
努
力
精
進
し
、
大

成
し
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
と
文
化
協
会
の
役
割

　

ま
ず
は
、た
く
さ
ん
の
方
に
会
員
に
な
っ

て
も
ら
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
や
り
た
い
こ
と
を

磨
き
な
が
ら
、
文
化
の
レ
ベ
ル
を
み
ん
な
で

高
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ
う
や
っ
て
文

化
人
を
し
っ
か
り
育
て
る
こ
と
に
よ
り「
文

化
の
薫
り
高
い
三
好
市
」
と
し
て
、
皆
さ

ん
か
ら
そ
の
存
在
価
値
を
認
め
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　

そ
の
上
に
、
文
化
環
境
の
整
備
も
大
事

で
す
。
今
進
め
ら
れ
て
い
る
交
流
拠
点
施

設
の
整
備
も
行
政
、
市
民
が
一
緒
に
な
っ

て
つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う
文
化
協
会
と
し

て
も
尽
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

心
を
磨
き
、
心
の
豊
か
さ
を
宝
に
す
る

　

芸
術
だ
け
が
文
化
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

農
林
業
、
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
、
政
治
な

ど
…
全
て
に
文
化
が
あ
り
ま
す
。
共
通

す
る
こ
と
は
、
文
化
は
心
（
精
神
）
だ

出会い ★ ときめき
三好のこの人  vol.6

「心ときめく 文化・交流の広場」の実現をめざして

このコーナーでは「文化でまちを元気にしよ
う」と活躍されている人を紹介していきます。

三好市文化交流推進課（☎72-7633）

と
い
う
こ
と
。
そ
の
心
を
ど
う
高
め
、

ど
う
広
げ
る
か
、「
方
法
・
技
術
・
磨
き
」

に
つ
け
て
文
化
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で

す
。
例
え
ば
箸
の
文
化
で
い
う
と
、
箸

を
正
し
く
持
つ
こ
と
か
ら
そ
の
文
化
は

出
発
し
ま
す
。
正
し
く
持
つ
こ
と
に
よ
っ

て
器
用
に
美
し
く
使
え
る
よ
う
に
な
り
、

フ
ォ
ー
ク
や
ナ
イ
フ
に
な
い
文
化
が
発

達
し
た
の
で
す
。
よ
り
美
し
く
、
よ
り

高
く
、よ
り
早
く
、よ
り
精
密
に
…
。「
方

法
、
技
術
・
磨
き
」
に
よ
り
心
を
豊
か

に
す
る
。
そ
れ
が
文
化
だ
と
思
い
ま
す
。

　

文
化
協
会
に
３
つ
の
努
力
目
標
が
あ

り
ま
す
。

①
洗
練
の
美

   

あ
か
抜
け
た
美
し
さ
を
磨
こ
う
。

②
品
格
の
美

　

気
高
さ
、
上
品
さ
を
磨
こ
う
。

③
風
格
の
美

　

味
わ
い
や
趣
の
あ
る
品
格
を
磨
こ
う
。

　

私
に
と
っ
て
文
化
と
は
、「
心
の
宝
」。

心
の
豊
か
さ
と
い
う
宝
を
持
つ
こ
と
が

文
化
だ
と
思
い
ま
す
。

文化は「心の宝」
洗練の美・品格の美・風格の美を追い求め

※「出会い☆ときめき 三好のこの人」はケーブルテレビでも、タイアップ放送しています。ぜひご覧ください。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動

し
て
か
ら
も
う
す
ぐ
丸
２
年
、
最
後

の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
私
は
、

昨
年
設
立
さ
れ
た
特
定
非
営
利
活
動

法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）「
マ
チ
ト
ソ
ラ
」

に
加
盟
し
、
他
隊
員
と
と
も
に
理
事

と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
行
っ
て
い
た
「
伝
え
る

暮
ら
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
も
こ
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
行
う
こ
と
と
な
り
、

4
月
20
日
（
土
）
に
今
年
第
１
弾

の
「
山
菜
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開

催
。
当
日
は
朝
9
時
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
マ
チ

ト
ソ
ラ
の
事
務
所
と
な
っ
た
池
田
の

「
ス
ペ
ー
ス
き
せ
る
」
事
務
所
を
出

発
後
、
午
前
中
は
井
川
町
井
内
地
区

の
山
間
部
の
畑
で
、
旬
の
フ
キ
や
ワ

ラ
ビ
、
イ
タ
ド
リ
、
野
草
な
ど
を
地

元
の
詳
し
い
ガ
イ
ド
の
方
と
一
緒
に

収
穫
。
午
後
は
井
内
地
区
の
農
産
物

加
工
セ
ン
タ
ー
内
に
お
い
て
山
菜
料

理
に
詳
し
い
地
元
の
方
が
講
師
と
な

り
、
様
々
な
山
菜
料
理
や
あ
く
抜
き

の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
参
加
し
た
多
数
の
お

客
様
か
ら
、「
た
く
さ
ん
の
山
菜
が

収
穫
で
き
、
温
か
い
地
元
の
方
と
一

緒
に
料
理
を
作
る
こ
と
が
で
き
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。」
と
の
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

次
回
は
地
元
の
梅
を
活
用
し
、
梅
干

し
作
り
な
ど
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
6
月
15
日
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
マ
チ
ト
ソ
ラ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://m

achitosora.com
/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

連載  地域おこし協力隊活動報告 �
「山菜ワークショップ」を開催しました

茂泉 賢弥　　

▲ 2012 国文祭実行委員会会長として
ボランティア高校生に挨拶

　三好市をＰＲするため、演歌歌手の北島三郎さん
が歌う吉野川イメージソング復刻盤を作りました。
市民の皆様に広く知っていただくため無料提供させ
ていただきます。ただし、数量には限りがあります
ので 1 人１枚とさせていただきます。
【配布場所】　三好市観光課および各総合支所
【お問い合わせ先】三好市観光課（☎ 72-7620）

吉野川イメージソングを
無料提供します

北島三郎
青い旅人～吉野川～
四国三郎～旅ゆく川～

　三好市においても、省資源・省エネ行動の徹底に取り
組んでいますので、市民の皆さまのご協力をお願いします。

期間▶5月 10日から10月 31日まで
①冷房時の温度 28℃の徹底（春夏秋季）、軽装勤務。
空調の使用をできるだけ控えるとともに事務所などで
は、クールビズ（ノーネクタイ、ノー上着）を運用。
②不必要な電灯、ＯＡ機器、テレビなどの電源オフの徹
底、待機電力の削減、昼時間の消灯、エレベーターの不
使用。職場や家庭での省エネ・省資源の取り組みを進め
るとともにノー残業デーなど職場での削減活動の強化。
③エコドライブの徹底、アイドリングストップなどエコド
ライブの徹底に加え、相乗りや公共機関、自転車の活用。

【お問い合わせ先】三好市管財課（☎ 72-7635）

三好市夏のエコスタイルに
ご協力ください
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三好市役所人権室  ☎72-7622
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人
権
擁
護
委
員
と
は
、
法
務
大

臣
の
委
嘱
を
受
け
、
市
民
の
人
権

を
守
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る

民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
差

別
や
い
じ
め
、
名
誉
き
損
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
人
権
に
か

か
わ
る
悩
み
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

三
好
市
で
は
16
名
の
人
権
擁
護

委
員
が
中
立
な
立
場
で
法
務
局
と

連
携
し
な
が
ら
、
人
権
を
守
る
た

め
相
談
活
動
や
人
権
教
室
や
街
頭

で
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

三
好
市
で
は
平
成
20
年
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
を
策
定
し
、
市

民
参
画
を
基
本
と
し
た
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策

を
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
が
、
計
画
期
間
の
終
了

に
伴
い
、
2
次
計
画
の
策
定
を
実

施
し
ま
す
。
7
月
か
ら
策
定
事
業

を
始
め
ま
す
が
、
次
に
よ
り
一
緒

に
計
画
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

【
委
員
会
の
概
要
】

▼
活
動
内
容

会
議
（
主
に
平
日
、
任
用
期
間

中
４
回
程
度
実
施
予
定
）

▼
委
員
構
成

公
募
に
よ
る
市
民
お
よ
び
男
女

共
同
参
画
社
会
推
進
に
関
心
を

お
持
ち
の
方
（
総
数
8
人
）

【
応
募
要
領
】

▼
応
募
資
格

次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方

①
平
成
25
年
4
月
1
日
現
在
、

満
20
歳
以
上
で
三
好
市
に
1
年

以
上
在
住
し
て
い
る
方

②
こ
の
会
に
お
い
て
、政
治
的
、

宗
教
的
ま
た
は
営
利
的
活
動
を

し
な
い
方

③
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に

広
範
な
視
点
で
、
建
設
的
な
意

見
を
出
し
て
い
た
だ
け
る
方

▼
募
集
人
数　
２
名

▼
募
集
期
間

　

5
月
10
日
（
金
）
～
31
日
（
金
）

▼
申
込
方
法

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

職
業
・
電
話
番
号
・「
男
女
共

同
参
画
に
つ
い
て
私
の
意
見
」

（
４
０
０
字
以
内
）
を
記
載
の

う
え
、
市
民
課
人
権
室
も
し
く

は
各
総
合
支
所
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
く
だ
さ
い
。
様
式
は
三
好

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
、
電
子
メ
ー
ル
で
の
申
し
込

み
も
受
付
け
ま
す
。

▼
選
考
方
法　

「
公
募
申
込
書
」
に
よ
り
選
考

し
、
選
考
結
果
は
平
成
25
年
6

月
中
旬
頃
、
文
書
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

委
員
と
な
り
会
議
に
参
加
さ
れ

た
場
合
は
市
の
定
め
た
謝
金
を

お
支
払
い
し
ま
す
。
申
し
込
み

に
よ
る
費
用
は
お
支
払
し
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
７
８-

８
５
０
１

池
田
町
シ
ン
マ
チ
１
５
０
０-

２

三
好
市 

市
民
課
人
権
室

電
話 

７
２-

７
６
２
２

Ｅ
メ
ー
ル

jinken@
city.tokushim

a-
m

iyoshi.lg.jp

本市では、平成 22年 9月に「第 2期集中改革プラン」を策定し、行財政改革を計画的に実
施しています。48の改革推進項目からなる集中改革プランの進み具合を年度ごとに把握し公
表することとしており、このたび、平成 24年度の進捗状況の概要を取りまとめましたので公
表します。（金額は実績見込です。詳しくはホームページに掲載しています。また、確定数値
は決算後に各項目別の取組状況の詳細と共にホームページで公表予定です。）

進捗状況 実施項目数 主な取組内容

計画以上 5 項目 学校給食業務の民間委託、学校用務員の民間委託、定員管理の適正化、行政刊行物などの広告
実施、未利用施設の統廃合および有効活用

計画どおり 29 項目
ごみ収集業務の民間委託、幼稚園・保育所の民間委託の推進、第３セクターの見直し、まちづくり
条例の策定、人事評価制度の導入、行政評価制度の活用、組織・機構の見直し、タウンミーティ
ングの開催、行政評価制度の活用、電子自治体の推進、住宅家賃の収納率向上、ごみ減量化の
推進など

計画以下 14 項目
養護老人ホームの民間委託、防災組織・体制の強化、庁内分権の推進、臨時職員の適正配置、
時間外勤務命令の抑制、職員の資質の向上、市有林の有効活用、市税徴収率の向上、市税の滞
納整理、水道料金の収納率向上、保育料の収納率向上、公用車台数の見直し、庁舎の消耗品な
どの節約、庁舎の管理費の節約

歳 入　実績見込【49 百万円】（計画額 22 百万円）

税等の徴収率向上
実績見込【△ 24 百万円】（計画額 20 百万円）
▼税（市民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税）

滞納分について、臨戸訪問の強化、計画的な徴収体制、県
滞納整理機構の活用や管理職合同徴収などに取り組み、現
年度分については、収納が確実な特別徴収の指定拡大、口
座振替推進キャンペーンや地区割訪問徴収などに取り組みま
したが、計画に届かない見込みとなっています。

▼使用料（水道使用料、住宅使用料、保育料）
口座振替の推進、納付相談、個別訪問、納付誓約、利用停止
措置、クレジット収納推進などに取り組みましたが、住宅使用料
以外は計画に届かない見込みとなっています。

その他
実績見込【73 百万円】（計画額 2 百万円）
▼土地建物

処分可能な市有財産の土地建物の積極的な売却を行い、4
件、75,508 千円で計画以上の見込みとなっています。

▼市有林
市有林搬出間伐実施計画により、本年度も自主財源の確保
に取り組んでいます。

▼行政刊行物などに対する広告の実施
市報やホームページへの広告を掲載することにより、自主財
源の確保に取り組み、市報広告では述べ 74 件、ホームペー
ジのバナー広告では述べ 12 件の実績見込となっています。

歳 出　実績見込【766 百万円】（計画額 633 百万円）

人件費の抑制
実績見込【785 百万円】（計画額 594 百万円）
▼職員数（普通会計）

平成 24 年度は、平成 23 年 4 月 1 日職員数 483 名から 5
名減の計画に対して、退職者 31 名、新規採用 8 名、公営
企業から2 名増により、21 名の減となっており、平成 24 年
4 月 1 日職員数 462 名で、計画以上となっています。

▼時間外勤務手当の抑制
時間外勤務の削減に向け、職員の適正配置に努めるほか、ノ
ー残業ディ、月別、個人別時間外勤務実績を把握・分析し、
時間外勤務の削減に取り組みましたが、計画には届かない見
込みとなっています。

負担金補助金の見直し
実績見込【34 百万円】（計画額 35 百万円）
▼みよし広域連合に対する負担割合の見直し

消防職員の退職などによる職員層の若返りおよび各種手当の
見直しにより、人件費が抑制され、負担割が削減見込みとな
っています。

▼団体補助金・負担金の見直し
公平性の観点から支援区分による支援を行い、行政評価によ
る見直しや審議委員会での検証を行っています。

管理経費の見直し
実績見込【△ 53 百万円】（計画額 4 百万円）
▼学校給食業務、ごみ収集業務、学校用務員業務の効率化▼
公用車台数の削減▼庁舎管理費の節約▼庁舎消耗品等の節約

上記の取り組みなどにより、財政効果の計画額を「6億 5,500 万円」としておりましたが、市民のみなさまのご理解と
ご協力により、「8億 1,500 万円」の実績見込となりました。今後も市民のみなさまの声を反映し、自律と協働のまちづ
くりの実現を目指すため、簡素で効率的な行財政体制の構築を図り、本当に必要な満足度の高い市民サービスの提供を
持続可能とするため、行財政改革を進めてまいりますので、引き続きご理解とご協力をよろしくお願い致します。

２．財政効果

１．進捗状況

平成 24 年度  第２期三好市集中改革プランの進捗状況について

三好市行革推進室（☎ 72-7629）

人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
を
ご
存
知
で
す
か

6
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

三好市男女共同参画基本計画
策定委員会の委員を募集します

人
権
擁
護
委
員
さ
ん
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

（
三
野
）　
　
　
西
内
　
重
文
さ
ん

　
　
　
　
　
　
平
尾
　
松
江
さ
ん

　
　
　
　
　
　
藤
原
　
早
月
さ
ん

（
池
田
）　
　
　
中
村
　
正
和
さ
ん

　
　
　
　
　
　
岡
田
　
明
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
上
浦
　
恭
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
中
村
　
誠
山
さ
ん

（
山
城
）　
　
　
小
神
　
幹
彦
さ
ん

　
　
　      

　
新
居
健
一
郎
さ
ん

　
　
　
　   

　
宮
本
　
誠
一
さ
ん

（
井
川
）　
　
　
土
井
　
清
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
宮
内
ミ
ヱ
子
さ
ん

（
東
祖
谷
）　
　
中
谷
　
幸
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
樫
浦
　
知
美
さ
ん

（
西
祖
谷
）　
　
杉
本
　
孝
司
さ
ん

　
　
　
　
　
　
上
谷
　
幸
男
さ
ん

※
連
絡
先
は
三
好
市
役
所
人
権
室

（
☎
７
２-

７
６
２
２
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



中央図書館
［一般書］■トクシマ ラーメンマニア／徳島雑誌工場 
■月の輪草子／瀬戸内寂聴 ［児童書］■地震のはなし
を聞きに行く／須藤文音 ■わたしは目で話します／た
かおまゆみ ［絵本］ ■あっ、オオカミだ！／ステファニー 
ブレイク ■もったいない王国のさがしもの／山本真嗣 

井川図書館
［一般書］■笑いはクスリ 桂文楽の落語人生相談／桂文
楽 ■ノワール・レヴナント／浅倉秋成 ■深海世界／編
集協力 : 新江ノ島水族館 ［児童書］■少年冒険家トムⅠ
／イアン・ベック■たぬきくんとことりちゃん／サトシ
ン ■ちいさなまじょのロンとルン／上野与志 

新着図書の紹介

Books

［一般書］井川図書館

いのちと心のごはん学
著者：小泉武夫 

「いただきます」の意味を考えた
ことがありますか？ NHK ラジ
オこころをよむ「食べるという
こと」で大反響。ごはん学から
明日の日本が見えてくる。

■ 6 月の行事予定
・おはなし会［中央図書館］
　　日時：毎週土曜日　11 時〜 11 時 30 分
・おはなしひろば［井川図書館］
　　日時：毎週土曜日　10 時 30 分〜 11 時

■ 6 月の休館日
・中央図書館：毎週水曜日、6 月 24 日
・井川図書館：毎週火曜日、6 月 27 日〜 30 日

■ 巡回配本日程（6 月）
　 3 日　三野 - 芝生小（低学年）- 王地小
   4 日　池田 - 萩田商店前　三野 - 芝生小（高学年）
　 6 日　池田 - 川崎小 - 旧大利郵便局前　山城 - 山城小
　 7 日　池田 - 三縄駅前 - 三縄幼 - 三縄小
　10 日　池田 - 箸蔵幼 - 箸蔵小
   11 日　山城 - 政友小 - 大野小
　13 日　東祖谷 - 祖谷歴史館 - 東祖谷保育所 - 東祖谷小
　14 日　西祖谷 - 檪生小　 山城 - 下名小 - 山城荘前
　17 日　井川 - 井内小 - 西井川小
　18 日　池田 - 馬路小 - 白地小　
・市内の方ならどなたでもご利用いただけます。
・都合により巡回日・時間等が変更になる場合があります。

■色鉛筆画講座のご案内［中央図書館］
・初心者対象「はじめての色鉛筆画」
　日時：6 月 8 日（土）　13 時 30 分〜 15 時 30 分
・経験者対象「ほのぼの楽しむ色鉛筆画」
　日時：6 月 22 日（土）　13 時 30 分〜 15 時 30 分
各回 1 回につき 300 円（教材費）、先着 20 名。詳しく
は中央図書館（☎ 72-2781）へお問い合わせください。

■館内展示のご案内［井川図書館］
雨の日にぴったりの本を展示しています。

中央 ☎72-2781　　井川 ☎78-4311

［絵本］中央図書館

ちょっとだけまいご
著者：クリス  ホートン
巣から落ちて、まいごになった
ちびフクロウ。リスがお母さん
を探してくれるというが…。か
わいさいちばん。アイルランド
からやってきた話題の絵本。

新着図書は上記以外にもありますので、各図書館にお
問い合わせください。

Sports

お問い合わせ先
　いけだスポーツクラブ
　（電話 72-5755）

☆場所はすべて池田総合体育館。
ただし、社交ダンスは保健セン
ター、フラはフジヤマビル、グラ
ウンドゴルフは吉野川運動公園で
オープンスクールとして開放して
います。
☆都合で曜日や時間が変更にな
る場合がございます。

いけだスポーツクラブ 6 月教室開設日
教 室 名 開 設 日

☆リニューアル　フラ 6・20
キッズ＆ジュニアスポーツプログラム

Jr バレーボール 3・10・17・24
ヒーロー養成 バレー 9 月から開講予定
Ｊｒ．ハンドボール 4・11・18・25
カワイげんきアップ体操 8・15・22・29

教 室 名 開 設 日
ヨーガ月曜コース 3・10・17・24
ヨーガ木曜コース 6・20
肩こり予防＆リフレッシュ体操 7・21
グランドゴルフサークル 毎週 月・水・金
社交ダンス 8・22
史跡巡りウオーキング 問い合わせください
障害者フライングディスク 13
レッツ体力づくり 19・26
さわやかママさん体操教室 13・27

5 月 29 日（水）はチャレンジデー「 三好市 VS 鹿角市 」　
みんなで目指そう金メダル 　※ 運動したら報告してください

6 月生まれのお子様（1歳〜3歳）募集中！

①氏名（ふりがな） ②性別 ③年齢（誕生月での年齢） ④生年月日 ⑤保護
者氏名 ⑥住所 ⑦電話番号 ⑧簡単なコメント（30 字程度。文字数が多い
場合は一部修正することがあります）⑨情報提供の可否を書いた用紙と写真

（写真の裏に氏名を）を三好市秘書広報課までお送りください。6 月号の締
切は 5 月 20 日です。
★ あかちゃん紹介（HAPPY BIRTHDAY）がケーブルテレビで放送されてい
ます。ケーブルテレビへの情報提供にご協力をお願いします。
★ 写真はトリミングします。また写真は返却できませんので、ご了承ください。
★ デジカメ等の場合は、データを秘書広報課まで直接お持ちになるか、Ｅメー
ル（koho@city.tokushima-miyoshi.lg.jp）でお送りください。

国安 蓮
れ ん と

翔 ちゃん
2 歳おめでとう !!
砂場大好きな蓮翔♪外
でいっぱい遊ぼうね♡

三野 2才

鈴木 凜
りん

 ちゃん 
歌が大好きな凜ちゃ
ん。これからもたくさ
んお歌を聴かせてね♡

池田 3才

大内 杏
あ ん な

奈 ちゃん 
3歳おめでとう!!これ
からも元気いっぱいの優
しい杏ちゃんでいてね♥

山城 3才

藤井 咲
さ き

妃 ちゃん
負けん気の強い咲妃ちゃ
んだけど大好きな姉ちゃ
んと仲良くしてね（笑）

井川 2才

柿本 紋
も ん じ ろ う

士朗 ちゃん 
のんびり屋さんの紋士
朗。自分のペースで元
気に大きく育ってね。

池田 2才

棚内 結
ゆ い

生 ちゃん
皆を和ませてくれる結
生☆そのまま元気に大
きくなってね♪

池田 2才

川人 保
ほ の か

乃佳 ちゃん
1歳おめでとう！よく笑っ
て、元気いっぱいのほの
かちゃん。大きくなあれ。

池田 1才

5 月

いけだスポーツクラブ 25 年度会員募集中 !
健康づくりを通じて仲間をつくりませんか。

新
し
い
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た

か
ね
て
よ
り
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
た
、
辻
小
学
校
と
西
祖
谷
中
学
校
の

両
校
の
新
校
舎
が
完
成
し
、
こ
の
た
び
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

辻
小
学
校 
竣
工
式

　

辻
小
学
校
の
竣
工
式
は
4
月
16
日
、
児
童
、

市
や
工
事
関
係
者
、
地
元
の
方
な
ど
が
出
席

し
、
同
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
校
舎
は
木
造
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

2
階
建
て
、
校
内
は
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

い
、
温
か
み
の
あ
る
空
間
を
創
り
出
し
て
い

ま
す
。

　

式
典
で
は
、
俵
市
長
の
式
辞
や
工
事
に
携

わ
っ
た
方
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
、
校
舎
建
築

に
至
る
経
過
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、
児

童
代
表
の
佐
古
笙
紀
さ
ん
が
「
新
校
舎
で
学

ん
だ
り
遊
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
元
気
で
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
学
校
に
し
て
い
き
た
い
」
と
お

礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
、
児

童
ら
が
校
歌
を
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
、
新
し

い
校
舎
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

4
月
20
日
、
西
祖
谷
中
学
校
の
竣
工
式
が

同
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
生
徒
や
教
職

員
を
は
じ
め
、
地
元
の
方
や
建
設
工
事
の
関

係
者
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

西
祖
谷
中
学
校
は
、
休
校
と
な
っ
て
い
た

旧
西
岡
小
学
校
を
改
修
し
、
新
た
に
既
存
の

建
物
の
東
側
に
教
室
や
図
書
ル
ー
ム
な
ど
を

増
築
し
ま
し
た
。

　

竣
工
式
で
は
、
俵
市
長
式
辞
、
工
事
関
係

者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、
工
事
の
経
過
報
告
な

ど
に
続
き
、
生
徒
代
表
の
大
岡
茉
悠
さ
ん
か

ら
「
新
校
舎
と
一
緒
に
、
新
し
い
西
祖
谷
中

学
校
の
歴
史
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
お
礼

の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

全
校
生
徒
が
校
歌
を
歌
い
、
出
席
者
全
員
で

新
校
舎
の
完
成
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

西
祖
谷
中
学
校 

竣
工
式
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まちかどフォトニュース
おもしろいこと、珍しいもの、どんなことでもいいので耳よりな情報をお知らせください。

　三好市 秘書広報課  ☎ 72-7646

三好市を舞台に撮影 狸な家族
　タヌキにまつわる伝説が数多く残る山城町を
舞台に、NHK徳島放送局開局 80 周年記念ド
ラマ「狸な家族」が撮影され、4月 15 日、道
の駅大歩危で取材会が開かれました。
　会見では、主演の渡辺いっけいさんや坂井真
紀さん、荒川良々さん、清水くるみさんがドラ
マの見どころや三好市の印象について語り、主
題歌は徳島出身のアンジェラ・アキさんが歌う
ことも発表されました。また、演出の村橋直樹
ディレクターからはドラマを通じて、舞台と
なった山城町の魅力や風土を家族の絆をテーマ
に伝えていきたいと語られました。

限界集落を障害者が支援

　限界集落に住む高齢者の暮らしを
支えようと、社会福祉法人池田博愛
会の就労支援施設「セルプ箸蔵」の
利用者が手作り弁当やパン、日用品
などを届けながら安否確認も行う取
り組みが始まり、4月 30日出発式
が行われました。テープカットの後、
施設職員と利用者2名が、事前に注
文のあった西山地区の横佐古シゲ子
さん宅を訪問し、弁当などを届けま
した。今後池田町西山地区の１人暮
らしの高齢者など約100世帯を対象
に週1回訪問することにしています。

とくしま出版文化賞を受賞

　このたび、第 37 回とくしま出版
文化賞（徳島県文化振興財団主催）
に、三好郷土史研究会の「三好の古
道」が選ばれました。この賞は、昨
年中に発行された図書の中から徳島
県内の出版文化の向上発展に貢献し
た出版物を顕彰するものです。
　「三好の古道」は三好郡市内を通
る伊予街道・撫養街道や讃岐・土佐
に抜ける道をはじめ村と村を結ぶ道
などについて研究会の会員が調査し
たものを、地図や写真とともに旧町
村単位にまとめられたものです。

春の文化の祭典

　第 7回三好市文化まつりが、4月
20 日 21 日の 2 日間、三好市中央
公民館を主会場に開催されました。
　初日は洋楽 ･ 邦楽の部として合
唱や三味線、詩吟など、2 日目は
芸能 ･演武の部として舞踊や民謡、
ファッションショーなど、市文化協
会に加盟する各地区の団体や個人の
方が日ごろの練習の成果を披露しま
した。また同会場や中央図書館市民
ギャラリーなどでは俳句、盆栽、絵
画、書道など各作品の展示も行われ、
華やかな文化の祭典となりました。

決意新たに就職者歓迎式

　4月 22 日、三好市内の事業所に就職した若者を激励する、
新規学卒就職者歓迎式が池田総合体育館で行われ、市内 16事
業所 39人のうち、31人の就職者が出席しました。
　俵市長らからの歓迎の言葉のあとには、池田福助株式会社の
宮崎宏貴さんが新規学卒就職者を代表して、「与えられた仕事
に全力を尽くし、情熱をかたむけて、最善の努力をいたします」
と決意を述べました。式の後は、ビジネスマナーの研修会が行
われ、来客、訪問、電話対応などの接遇応対を学びました。

旬の味覚を満喫しました
　毎年恒例の「キリサコ山菜祭り」が 4月 14 日に大川持農林
業体験施設で行われました。
　会場近くの八重桜も満開となったこの日は、市内外から大勢
の家族連れが訪れ、たけのこやタラの芽など春の山菜を使った
揚げたての天ぷらやしし鍋、山菜寿司など地元の春の味を堪能
しました。また、草餅や手作り豆腐、ゆずみそ、ワラビなどの
山菜の販売やカラオケもあり、訪れた家族連れらは素晴らしい
景色を眺めながら思い思いの春の一日を楽しみました。

交通安全バス 出発

　三好警察署が管内の小中学生から
募集した「運転中の携帯電話利用禁
止、シートベルト全席着用、反射材
着用、正しい横断方法」をテーマと
した交通安全標語の優秀作品の表彰
と交通安全バスの出発式が 4月 10
日、阿波池田バスターミナルで行わ
れました。選ばれた 7 作品は、年
間を通じて四国交通バス車体後部と
側面に掲示するほか、交通安全バス
利用者に反射材を無料配布するな
どして、バスの利用者や他のドライ
バー、通行者に交通安全を訴えます。

古民家で電子音楽を楽しむ

　古い建物を活かして最新の電子音
楽を楽しもうと企画された音楽イベ
ント「古建築電子音楽 vol.02」が、
4月 12 日に池田町のスペースきせ
るで行われました。
　今回は、映画音楽やエレクトロニ
クスミュージックなど、幅広く世界
で活躍する音楽家でアーティストの
半野喜弘さんを招き、音楽やアート
についての講演やライブなどが行わ
れました。来場者は、味わいのある
古民家でプロならではの音楽の話や
映像、演奏を間近に楽しみました。

花まつりで甘茶の接待

　第 22 回花まつりが、井川町旭町
の子安農村公園周辺において 4月
8日に開催されました。このまつり
は、公園周辺の清掃活動や桜の植樹
を行っている地元の石光山桜会が毎
年開催しているものです。
　会場では甘茶やそば米雑炊の振る
舞いのほか、句会、お茶席や趣味の
作品展示なども行われました。また、
色とりどりの花で飾られた花御堂で
は、参拝者が小さなひしゃくで釈迦
の像に甘茶を注ぎ、手を合わせ無病
息災を祈りました。
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６月１日から７日までは
HIV 検査普及週間です

　エイズは、HIV というウイルス
に感染することによって起こる病気
で、主な感染ルートは性的接触によ
るものです。感染を早く知ることは、
自分自身のためにも、自分の大切な
人を守るためにも大事なことです。
保健所では無料、匿名でエイズの検
査をしています。検査結果は、採血
をして 30 分後にわかります。

【エイズ夜間検査】
HIV 検査普及週間にあわせて三好
保健所で夜間検査を実施します。
日時▼ 6 月 6 日（木）15 時〜 19 時

【定例エイズ検査・相談日】
場所▼三好保健所
日時▼毎月第 1・3 木曜日、10 時
〜 11 時（電話による相談は月〜金
曜日、8 時 30 分〜 17 時）
ご相談・お問い合わせ先▼三好保健
所（☎ 72-1123）

青い鳥郵便葉書 無償配布
　日本郵便株式会社では、身体障が
い者および知的障がい者の福祉増進
を図るため、次のとおり青い鳥郵便
葉書の無償配布を実施いたします。
　重度の身体障がい者（1 級・2 級）
または重度の知的障がい者（A また
は 1 度・2 度 ) で、身体障害者手帳
または療育手帳をお持ちの方に、通
常郵便葉書（無地、インクジェット
紙またはくぼみ入り）をお一人様に
つき 20 枚差し上げます。
　ご希望の方は上記手帳をご持参の
うえ、お近くの郵便局にお申し込み
ください。なお、ご本人に代わって

 
到達年度の末日までで、18 歳になっ
た後の最初の 3 月分までです。受
給条件には、請求できる遺族（子の
ある妻、または子）であることと、
死亡日の属する月の前々月までの保
険料納付・免除期間が一定期間以上
であることと、死亡日において 65
歳未満であることが必要です。
お問い合わせ先▼阿波半田年金事務
所（☎ 0883-64-3128）、三好市市民
課国民年金担当（☎ 72-7611）

5 月 12 日は
民生委員・児童委員の日

　民生委員・児童委員は、あなたの
地域の良き相談相手です。
　5 月 12 日から一週間にわたり「広
げよう 地域に根ざした 思いやり」
をスローガンに地域住民、関係機関
とともに安全で安心なまちづくりを
進めるため次の行動宣言に従い活動
を強化します。
行動宣言▼
① 安心な地域社会づくりへの貢献
を行います。
② 孤立・孤独をなくす運動の提案、
行動を行います。
③ 児童虐待などから子どもを守る
取組みを強化します。
④ 生活困窮家庭と接し、地域社会
とのつなぎ役を務めます。
⑤ 災害時に要援護者等の安否確認
など援護を行います。
※あなたの地域の民生委員・児童委
員が分からない時は、お気軽にお問
い合わせください。
お問い合わせ先▼三好市福祉事務所 
地域福祉課（☎ 72-7637）

献血にご協力お願いします
【5 月 30 日（木）】
① 国土交通省四国地方整備局四国
山地砂防事務所駐車場
　9 時 40 分〜 11 時
② 四国電力（株）池田支店駐車場
　12 時 30 分〜 16 時
お問い合わせ先▼三好市健康づくり
課（☎ 72−6767）

代理の方のお申し込みや、郵送によ
るお申し込みもできます。
受付期間▼ 5 月 31 日（金）まで
お問い合わせ先▼阿波池田郵便局総
務部（☎ 72-0507）

みよし広域連合
 法律相談

日時▼第 1・3 金曜日（祝祭日除く）
13 時〜 16 時　※料金無料、予約制。
ご予約・お問い合わせ先▼みよし広
域連合事務局（☎ 72-5121）

三好市社会福祉協議会
法律相談

日時▼ 6 月 7 日　13 時〜 16 時
弁護士▼大西聡氏
場所・予約お申し込み先▼本所・池
田支所（☎ 72-5715）
※秘密厳守・料金無料。予約制。

三好市社会福祉協議会
一般相談

相談内容▼困りごと全般
相談日・相談場所▼
 毎週火曜日  井川老人福祉センター
 毎週水曜日  社協本所・池田支所 
 6 月 11 日　東祖谷 祖谷の歴史館
 6 月 19 日　山城総合支所
 6 月 20 日　社協三野支所　
 6 月 20 日   社協西祖谷支所  
時間▼ 13 時〜 15 時

（井川 10 時〜 12 時）
※一般相談は各支所で常時受付けて
いますので、お気軽にご相談くださ
い。お電話での相談もお受けします。
お問い合わせ先▼
社協本所・池田支所（☎ 72-5885）
社協三野支所（☎ 77-2882）
社協山城支所（☎ 86-2434）
社協井川支所（☎ 78-3140）
社協東祖谷支所（☎ 88-2688）
社協西祖谷支所（☎ 87-2088）

i情報ひろば information市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

人権相談
「人権擁護委員の日」特設相談▼
 6 月 1 日　老人福祉センター（西祖谷）
 6 月 3 日   三好市役所
 6 月 3 日   井川総合支所
定例相談日・相談場所▼ 
 6 月 3 日   東祖谷 祖谷の歴史館
 6 月 7 日   井川総合支所
 6 月 12 日　老人福祉センター（西祖谷）
 6 月 13 日   三好市役所
 6 月 18 日   三野公民館
 6 月 19 日　山城総合支所
時間▼ 13 時〜 15 時
お問い合わせ先▼三好市市民課人権
室（☎ 72-7622）

消費者トラブル相談窓口
　安心安全な生活を送るために困っ
たこと、不審なことがあれば、ご相
談ください。相談料無料、秘密厳守。
相談内容▼訪問販売や電話勧誘販売
での契約トラブル・多重債務（借金
で悩んでいる）など。　
日時▼月〜金曜　9 時〜 17 時
お問い合わせ先▼三好市商工政策課

（☎ 72-7645）

徳島西部ライフサポート
センター定例相談

弁護士による法律相談▼第 1 火曜日
保険金融相談▼第 2 木曜日
出張労働相談▼第 3 木曜日
ニート支援出張相談▼毎週月曜日
※いずれも予約が必要です。
一般相談▼月〜金曜日  9 時〜 17 時
ご予約・お問い合わせ先▼徳島西部
ライフサポートセンター（☎ 72-8611）

三好市行政相談
　三好市の行政相談委員、池本義弘
さん（池田地区担当）、井下和江さ
ん（東祖谷地区担当）、新居一義さ
ん（三野地区担当）、喜多俊文さん

（西祖谷地区担当）、秋田和子さん（山
城地区担当）、大柿良巳さん（井川
地区担当）が、平成 25 年 4 月 1 日
付けで総務大臣から引き続き再委嘱
されました。
　役所などの仕事について、苦情や
意見・要望がある方は、行政相談委
員へお気軽にお申し出ください。相
談無料、秘密は固く守られます。
相談日・相談場所▼
 6 月 5 日　東祖谷 祖谷の歴史館
 6 月 7 日   井川総合支所 
 6 月 13 日　三好市役所
 6 月 13 日   西祖谷総合支所
 6 月 18 日　三野公民館
 6 月 19 日　山城総合支所　
時間▼ 13 時〜 15 時
 （西祖谷のみ 10 時〜 12 時）
お問い合わせ先▼三好市総務課（☎
72-7600）、各総合支所

相 談

広告を掲載しませんか？「市報みよし」は毎月約 15,000 部が市内全域に配布されています。ぜひ、会社やお店の宣伝に
ご活用ください。詳しくは三好市秘書広報課（☎ 72-7646）までお問い合わせになるか、三好市ホームページをご覧ください。

国民年金の給付は
3 種類の基礎年金

老齢基礎年金▼原則とし 65 歳から
の受給となります。希望により 60
歳から減額された年金の繰り上げ支
給や、66 歳から 70 歳までの希望
する年齢から増額された年金の繰下
げ支給を請求できます。受給条件に
は国民年金保険料を納めた期間と免
除期間及び厚生年金・共済組合の加
入期間を合計して 25 年間以上ある
ことが必要です。
障害基礎年金▼国民年金加入中に初
診日のある病気やけがで、初診日か
ら 1 年 6 か月経過したとき、また
はその期間内に症状が固定したと
き、あるいは 20 歳になる前に初診
日のある病気やけがで障害者になっ
た時に請求できます。受給条件には、
障害の等級が国民年金法による 1
級、2 級の障害の状態（身体障害者
手帳の障害等級とは異なる）である
ことと、初診日の属する月の前々月
までの保険料納付・免除期間が一定
以上あること、初診日において 65
歳未満であることが必要です。
遺族基礎年金▼国民年金に加入して
いる方または加入していたが死亡し
たときに、その方に生計を維持され
ていた「子のある妻」または「子」
に支給されます。「子」とは、18 歳

年 金

保健・福祉

庵治石をはじめ、国産石多数展示中！
和墓、洋墓等多くのデザインと石種の
中からお選び頂けます。
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市民テニス教室 受講生募集
　市民の健康増進・交流促進を図り、
明るい活力ある街づくりに寄与する
ことを目的に、初心者を対象にした
テニスの体験・導入編を実施します。
開催期間▼６月〜７月　６日間
毎週土曜日　 19 時〜 20 時 30 分
対象▼三好市民・市内在勤者
定員▼ 12 名（定員になり次第締切）
料金▼ 2,000 円
服装▼運動が出来る服装。靴はテニ
スシューズまたはコートを傷めない
運動靴。ラケットは貸し出し可。
場所▼三野町テニスコ－ト
講師▼三野町テニス協会所属 萱野
鉄雄氏（徳島県体育協会・公認スポ
－ツＢ級指導員）   
申込期間▼ 5 月 31 日まで
※保険加入手続き等は行っておりま
せん。各自で対応してください。
お申し込み・お問い合わせ先▼三野
町テニス協会（萱野☎ 77-2027）

就業支援講習会のお知らせ
　母子家庭の母等の自立と生活の安
定を図るための就業支援講習会を開
催します。科目により日程など異な
りますので、お問い合わせください。
科目▼パソコン講習、介護職員初任
者研修、医療事務講習、日商簿記 3
級、就職支援セミナー
場所▼県立総合福祉センターほか
受講料▼無料（テキストは自己負担）
お申し込み・お問い合わせ先▼公益
財団法人徳島県母子寡婦福祉連合会

（☎ 088-654-7418）

県立西部テクノスクール
職業訓練生募集

【IT 技能科 2】
募集定員▼ 15 名
訓練期間▼ 6 月 12 日〜 9 月 11 日
実施場所▼パソコンスクール M’s

（三好郡東みよし町足代）
受講料▼無料、テキスト代自己負担。
申込期間▼ 5 月 22 日まで

【医療事務科】
募集定員▼ 14 名
訓練期間▼ 7 月 10 日〜 10 月 9 日
実施場所▼（株）ニチイ学館徳島校
鴨島教室（吉野川市鴨島町）
受講料▼無料、テキスト代自己負担。
資格受験費用は別途必要です。
申込期間▼ 6 月 11 日まで
応募資格（共通）▼離職・転職され
る方で、公共職業安定所長から受講
指示または受講推薦を受けた方。
お問い合わせ先▼徳島県立西部テク
ノスクール（☎ 0883-62-3067）

脳の使い方！活性化の仕方
　最近、物忘れがひどくなってお悩
みの方やお店にお客がこないとお悩
みの経営者の方など、頭が固くなっ
て柔軟な発想がでてこない方は危険
信号です。脳の使い方、活性化の仕
方を訓練して、脳の若返りを図った
りアイデア発想法を学びましょう。
日時▼６月 4 日〜 21 日　原則とし
て週 2 回（火・金）　合計 6 回
18 時 30 分〜 21 時
場所▼阿波池田商工会議所 研修室
講師▼谷本清 氏（TWI トレーナー）
定員▼ 30 名
受講料▼ 3,000 円（主催団体会員

　 自動車税は納期内に
　今年度の自動車税の納期限は 5
月 31 日です。納期内に納めてくだ
さい。領収証書に添付されている納
税証明書は、車検（継続検査または
構造等変更検査）の際に必要ですか
ら、大切に保管してください。
お問い合わせ先▼東部県税局自動車
税庁舎（☎ 088-641-2323）

ダム放流についてのお願い
　今年も出水期を迎え、名頃ダム・
祖谷川取水ダム・三縄ダム・松尾川
ダムの機器の点検整備などを実施
し、ダム管理に万全を期しております。
　ダムから放流を始める時や、ダム
からの放流量が著しく増加する時な
どは、下流の皆さま方の安全を守る
ためサイレンでお知らせいたしま
す。サイレンが鳴った時は川の水が
増えますので、河原にいる場合には、
ただちに安全な場所（水がこない場
所）へ移動してください。
　また、家族の方（特にお子様）が
川の方へ行っていないか、河原に物
を置いていないかなど今一度確認を
行って、水による事故や災害の防止
に十分ご留意くださいますようお願
いいたします。
　特に、ダム下流で降雨がない場合
でも、ダムの上流流域では強い降雨
がある場合や、放流の途中でも、ダ
ムより上流域の降雨状況により急に
水かさが増える場合などもあります
ので十分ご注意ください。
お問い合わせ先▼名頃ダム（☎ 88-
2972）、三縄ダム・松尾川ダム（☎
75-2156）

ご理解いただき、ご協力くださるよ
うお願いいたします。
お問い合わせ先▼三好市行革推進室

（☎ 72-7629）

砂防施設の緊急点検の
立ち入りのお願い

　西部総合県民局では、平成 24 年
12 月に発生した山梨県の中央自動
車道の笹子トンネルの事故を受け、
各施設の機能が適切に果たされるよ
う、緊急点検を実施することとしま
した。つきましては、砂防設備・地
すべり防止施設・急傾斜地崩壊防止
施設について、施設の老朽化等の状
況を把握するため、各区域内に点検
業務を受注した会社が立ち入り、調
査を行うこととなります。
　ご迷惑をおかけいたしますが、ご
理解とご協力をお願いします。
点検業務内容▼砂防設備（砂防堰堤、
床固工等）、地すべり防止施設（抑
止杭、アンカー等）、急傾斜地崩壊
防止施設（擁壁、ストンガード等）
の点検、写真撮影、その他
調査予定期間▼平成 25 年 5 月〜 7 月
お問い合わせ先▼徳島県西部総合県
民局県土整備部（三好）河川砂防担
当（☎ 76-0627）

私は守ります。電波のルール
　6 月 1 日から 10 日は、電波利用
環境保護周知啓発強化期間です。暮
らしに大切な電波。電波利用環境を
不法な電波から守りましょう。電波
の利用には、原則、免許が必要です。
お問い合わせ先▼総務省四国総合通
信局（☎ 089-936-5055）

i情報ひろば information市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

企業の方は無料）
主催▼阿波池田小集団活動研究会、
三好地区雇用対策協議会、三好物産
協会、阿波池田商工会議所女性会
申込期間▼ 5 月 31 日まで
お申し込み・お問い合わせ先▼阿波
池田商工会議所（☎ 72-0143）

小学生から高校生のための
夏休み海外派遣 参加者募集

内容▼ホームステイ、ボランティア、
文化交流、学校体験、英語研修、地
域見学、野外活動など
派遣先▼米国、英国、豪州、カナダ、
サイパン、カンボジア、フィジー
日程▼ 7 月 25 日〜 8 月 13 日の 8
〜 18 日間（事業により異なる）
申込締切▼ 6 月 3 日および 10 日（事
業により異なる）
お問い合わせ先▼財団法人国際青少
年研修協会（☎ 03-6459-4661）

募 集

納め忘れはありませんか
　5 月 31 日は、固定資産税 1 期と
軽自動車税全期の納期限です。みな
さんの暮らしを支える大切な税金で
す。納期内の納付をお願いします。
お問い合わせ先▼三好市税務課（☎
72-7614・7615）

真心でご奉仕致します。
35年の実績と信頼

東みよし町中庄6-4・JR江口駅東すぐ

☎ 8 2 - 1 4 8 3

墓石の

イ    シ   ヤ  サン

お問い合わせ 消防本部 ☎76-5118

小児救急医療（夜間18時～翌9時・日曜9時～翌9時）

毎週 火曜・水曜・木曜 ---------- 県立三好病院
　火・木曜は救急担当医が対応し、入院を必要とす
　る場合は小児科医を呼び出します。水曜は救急担
　当医のみで対応します。

毎週 月曜・金曜・土曜・日曜 ----半田病院

 6 月
受診時間 　夜間:17時～23時・休日:9時～23時

夜間・休日救急医療当番医

0120-3444-69
フリーダイヤル み　よ　し　市　　無　休

徳島こども救急電話相談
受診した方が良いのか、様子をみても大丈夫なのか、
看護師や小児科医が電話でアドバイスをします。

みよし市健康相談
医師等が24時間・年中無休で健康・医療等のご相談に
応じ、無料でアドバイスをします。

つながらない場合は ☎088-621-2365

健康・医療に関するご相談は

＃8000プッシュ回線の固定電話や
携帯電話からは局番無しの  

ご利用にあたってのお願い
　救急医療当番医は、夜間や休日にケガや急病
になった方のための診療です。急患以外の場合
は平日に診察を受けましょう。
　当番医は変更になる場合がありますので、事
前に電話で確認し、症状等を説明のうえ、受診
してください。（健康保険証をご持参ください。）

（18時～23時）

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

1日
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19日

20日

21日

22日

23日
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（土）
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（金）
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三野田中病院 三野 ☎77-2300

宮佐医院 池田 ☎72-0149

北條病院 池田 ☎72-0007

松浦医院 三加茂 ☎82-2309

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

さんさん医院 三加茂 ☎82-5410

岸野医院 三野 ☎77-2001

上田医院 三好 ☎79-2004

三木病院 三野 ☎77-3900

山城診療所 山城 ☎86-3230

山下医院 三好 ☎79-2005

安宅循環器内科 池田 ☎72-6300

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

郷外科内科 池田 ☎74-5779　

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三木病院 三野 ☎77-3900

川原医院 三加茂 ☎82-2009

北條病院 池田 ☎72-0007

村山内科 池田 ☎72-2110

三木病院 三野 ☎77-3900

三野田中病院 三野 ☎77-2300

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

北條病院 池田 ☎72-0007

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

田岡医院 池田 ☎72-5551

三野田中病院 三野 ☎77-2300

市民意識調査にご協力ください
　本年度も 5 月 14 日から 28 日ま
で、市民意識調査を実施します。
　市民意識調査は、市民の皆様が日
ごろの生活の中で感じられているこ
とや、市政に対してのご意見、ご要
望を伺い、今後の行政運営に活用す
るため実施しているものです。
　実施にあたっては、市に住民登
録されている 20 歳以上の中から
1,200 人を無作為に選ばせていただ
いております。対象となられた市民
の皆様におかれましては、ご多忙の
ところお手数ですが、調査の趣旨を

暮 ら し
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三好市戦没者追悼式
三野地区▼ 5 月 16 日（木）10 時
三野公民館 2 階ホール
西祖谷地区▼ 5 月 21 日（火）11 時
西祖谷総合支所
池田地区▼ 5 月 22 日（水）10 時
池田総合体育館
井川地区▼ 5 月 23 日（木）10 時
井川ふるさと交流センター
東祖谷地区▼ 5 月 29 日（水）11 時
祖谷歴史館伝習ホール
　山城地区の追悼式は 10 月頃の予
定です。また、御遺族でお亡くなり
になった方や住所変更などがある方
は、地域福祉課または各総合支所ま
でご連絡をお願いいたします。

　　
申込締切▼ 5 月 24 日（金）
その他▼ゴミ袋・軍手は当日参加者
に配布します。雨具・昼食は各自ご
持参ください。悪天候の場合は中止。
お申し込み・お問い合わせ先▼徳島
県西部総合県民局企画振興部にし阿
波振興担当（☎ 0883-53-2043）

古着を使って利・細工る教室
【夏物ブラウスづくり】
参加費▼ 500 円
日時▼ 6 月 12 日（水）　10 時
募集人数▼ 15 名程度
必ず前日までに電話でお申し込みく
ださい。昼食をはさみますので、お
弁当をご持参ください。
お申し込み・お問い合わせ先▼リサ
イクルプラザ（☎ 74-1160）

お問い合わせ先▼三好市福祉事務所
地域福祉課（☎ 72-7637）

フットサル
徳島エキシビションマッチ

【F2013 プレシーズンマッチ】
名古屋オーシャンズ
　　　　　　VS　ヴェローダ徳島
日時▼ 5 月 26 日（日）13 時
場所▼三好市池田総合体育館
入場料▼無料（整理券が必要です）
整理券応募方法▼返信用封書を同封
し、下記までお申し込みください。
申込先：〒 778-0003 三好市池田町
サラダ 1811（シーモス内）「名古屋
オーシャンズを楽しむ会 チケット係」
お問い合わせ先▼名古屋オーシャン
ズを楽しむ会（☎ 090-6882-4471）
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催 し

informationi情報ひろば 市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

第 34 回博愛まつり
　皆さまお誘い合わせのうえ、多数
のご来場をお待ちしています。
日時▼ 5 月 26 日（日）9 時 45 分
場所▼箸蔵近隣公園周辺
内容▼阿波踊り、ブレイクダンス、
バルーンアート、福投げなど
お問い合わせ先▼博愛まつり実行委
員会（セルプ箸蔵☎ 72-2291）

新しい仕事スタイルを応援する！
松本隆博トーク & ライブ

　県西部初のサテライトオフィスと
なる「三好ランド」にて、松本隆博
氏のトーク & ライブを開催します。
日時▼ 6 月 8 日（土）　14 時
場所▼三好ランド（旧政海旅館）

入場料▼ 2000 円（高校生以下無料）
お問い合わせ先▼（株）あしたのチー
ム三好ランド（☎ 03-5439-4851）

「剣山国定公園」指定50周年記念
 ぐるっと剣山！交流促進事業

　剣山国定公園が、指定 50 周年を
迎えることを契機に、 徳島県と関係
市町・関係団体が連携し、様々なイ
ベントを実施します。オープニング
イベントとして、剣山頂上周辺でセ
レモニーと、クリーンアップウォー
クを開催します。（事前申込が必要
です）多くの皆様のご参加をお待ち
しております。
日時▼ 6 月 2 日（日）10 時 30 分

（受付：9 時〜見ノ越リフト駐車場）
場所▼剣山 頂上周辺
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美
　
　
池
田

病気の予防と早期発見を。
　　各種検査・検診受付中です!

　　　 年に一度、人間ドックで
　 体のチェックをしてみませんか？
          詳しくは、お問い合わせください。
MRI 検査・CT検査・胃カメラ（鼻から）できます
乳がん検診・人間ドック・企業健診一般健診
禁煙外来・各種検査
　　　　　　　　　　病気を予防、早期発見を !!

TEL 0883-82-3700（代）
http://www.mikamotanakahp.ecnet.jp/

日本医療機能評価機構認定病院

 三好市の人口

　男  性   14,003 人
（ - 30 人） 

　女  性   15,929 人　
（ - 32 人）

　総  数   29,932 人
（ -62 人）

　世帯数  13,588 戸
　　（ -2 戸） 

平成 25 年 5 月 1 日現在
　  （　）内は前月対比

毎月第 4 水曜日は
三好市チャレンジデー
運動・スポーツをして、
健康意識を高め、明る
い生活を送りましょう。

（87）
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□ 編集後記
「畑もしたいし、今の家を離れるのは…。
歩いて買い物に行っていたので本当に
助かります」池田博愛会が取り組みを
始めた「障害者が繋ぐ地域の暮らしほ
っとかない事業」を早速活用した中尾
集落の横佐古さんの感想。そこに住む
人 の々暮らしと心に寄り添って集落を支
える絆の力がこの事業の魅力、注文し
た商品を受け取り雑談する横佐古さん
の表情に触れ、そう実感しました。（近）

新緑が色鮮やかになってきました。こ
れから外で活動するのにピッタリの季
節を迎えますね。日々の生活も緑に囲
まれていますが、こんなに気持ちのい
い季節にはやっぱり自然の中で新鮮な
空気をたっぷり吸ってリフレッシュした
い！と思います。普段運動する機会が
ほとんどないため、まずは無理をせず
ウォーキングなどで自然を散策しに出
かけてみたいと思います。（長）

86
歩
目

 将軍神社
ー 三好市西祖谷山村田ノ内 ー

　西祖谷山村には、土佐に流された後醍
醐天皇の第一皇子尊良親王の妃、加羅宇
多姫の伝説が残されており、この伝説の
背景の一つとして将軍神社があります。
　加羅宇多姫は尊良親王に逢うため、四
国の地に上陸し、吉野川を遡上して池田
町松尾を経て中津山を登り、ここ祖谷田
ノ内の将軍神社に降りてきたと伝えられ
ています。
　将軍神社は県道 32 号線から三好市西祖
谷総合支所を過ぎ、旧西祖谷中学校の手
前を右に曲がり約 4.5 キロ登ったところ
にあります。神社の鳥居をくぐると、約
160 段もの歩幅の狭い急な石積みの参道
が続いており、境内は中津山への登山口
にもなっています。
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